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平成 27年度の活動から 

館 長 鳥羽 章人   

 

平成 27 年度の大きな事業として、環境省が平成 26 年 11 月に発表した「ライチョウ生息域外

保全実施計画」により、恩賜上野動物園と富山市ファミリーパークがニホンライチョウ創始個体

(卵)を導入し飼育を開始する中、大町山岳博物館では前年度からの繰越事業となっていた新たな

ライチョウ用の飼育舎を 6月中旬に 3棟建設し、近縁種のスバールバルライチョウを富山市ファ

ミリーパークからオス 3 羽お借りするとともに、同パーク及び石川動物園から計 27 個の卵を頂

くことで、将来のニホンライチョウ導入を視野に入れた飼育を開始いたしました。 

年度末には 7 羽(オス 4 羽、メス 3 羽)の飼育を手掛けており、平成 28 年度以降におけるニホ

ンライチョウ創始個体(卵)の導入に向け、順調に実績を積むことができました。 

また、平成 26 年度より信州大学、長野県環境保全研究所、立山カルデラ砂防博物館と山岳博

物館が中心となり学術調査団を組織して実施してきた鹿島槍ヶ岳カクネ里雪渓(氷河)調査では、

雪渓の残雪状況や度重なる天候不順等の悪条件により困難を極めましたが、平成 27 年度には調

査を氷体の流動調査に絞って実施し、氷河認定に足る十分な移動量が測定できました。氷河であ

る可能性が極めて高くなり、今後に向け大きく期待できる状況となっております。 

教育普及事業では、企画展として「山博にライチョウがやってくる」を 6月 12日～7月 12日、

「山岳風景画の世界」を 7月 18日～10月 12日、「大北・安曇野の自然に蝶が舞う」を 2月 13日

～4月 10日に開催するとともに、各企画展においてﾐｭｰｼﾞｱﾑﾄｰｸ等の関連事業も行い、参加者は延

べ 11,273人を数えました。また、2階展示室入口に設けた「山博研究最前線」のコーナーでは学

芸員や博物館に関係する研究者のホットな情報を３ヵ月周期にて発信いたしました。 

教育普及活動では、恒例の「付属園まつり」「さんぱくこども夏期だいがく」等の開催、山博

友の会との共催による「北アルプス爺ヶ岳でライチョウを観察してみよう！」など 7つの企画を

実施する一方、学校との連携・融合では理科や社会科の授業やキャンプ学習のプログラム等の課

外活動の実施、収蔵資料の貸し出し、「山と博物館」の毎月発行、各種観察会や各集会への共催・

協力とともに、問い合わせに対するレファランス活動を行いました。 

また、このほかにも職業体験学習や総合的な学習などを受け入れる等、延べ 733人の児童・生

徒と博物館との関係を築くことができ、出張講座にも積極的に出かけることで延べ 396人の方々

に博物館からの情報を発信することができました。 

また、永年の懸案でありました研究紀要については、関係の皆様から格別なご尽力を賜り、平

成 27年度末には念願の創刊号を発行することができました。 

調査研究事業では、ライチョウ飼育技術確立の研究や高山植物の生活史調査、山岳風景画に関

する資料調査のほか、信州大学山岳科学研究所との共同研究による鹿島槍ヶ岳カクネ里雪渓(氷

河)調査(気象条件が悪く氷体の移動調査のみ実施、地質･気象等調査は翌年度に延期）、長野県環

境保全研究所との協力協定による温暖化調査等を行いました。また、市の定住促進事業に協力す

る形で、信州大学地域戦略センター及び山博友の会と連携し、山博及び同友の会に係る会員及び

市民を対象としたアンケート調査も実施しました。 

資料の収集保管事業では、山岳関係の資料を中心に個人・団体から数多くの資料を寄贈いただ

きましたが、これらの資料目録は山岳博物館のホームページにて順次公開する準備を進めていま

す。その他、寄贈以外にも購入による収集を化石・鉱物を中心に計画的に進めてまいりました。 

動植物飼育栽培繁殖事業では動物の個体の健康管理と植物の維持管理をして、観覧者に見学し

ていただく一方、傷病鳥獣の救護については、ライチョウ飼育等への影響を考慮し、新規の受け

入れを断念致しました。 

また、付属園の目的を達成するため、付属園整備計画やライチョウ保全計画の動向を見極めな

がら、ライチョウ舎の建設等の施設整備を順次おこなっております。 

以上、平成 27 年度は大きな事業が重なり業務量は膨大なものとなりましたが、事業を推進す

るにあたり、大町市民をはじめ、関係機関の皆様には大変お世話になりました。書面をお借りし

深くお礼申し上げます。 
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Ⅰ 資料収集・保存管理事業 

1 資料収集 

（1）新規収集資料 

平成 27年 4月 1日から平成 28年 3月 31日の間に、寄贈または購入・製作によって次の資料を収

蔵した。 

①寄贈による収集資料 

内訳は、山岳資料、山岳図書資料、図書資料、民俗資料（人文科学系）16件 2,373点である。 

№ 受入日 資 料 名 数量 寄贈者 住  所 

1 4月 23日 民俗資料（ミノ他） 5点 個人 長野県大町市 

2 4月 24日 山岳資料（紙焼き写真他）・山岳

図書資料（登山技術と用具他） 

25点 個人 長野県大町市 

3 5月 16日 山岳図書資料（世界ノンフィク

ション全集 1他） 

28点 個人 神奈川県藤沢市 

4 6月 4日 山岳資料（35㎜ポジフィルム）・

図書資料（峭峻の白き尾根他） 

1,807点 個人 東京都大田区 

5 7月 7日 山岳資料（アルバム他） 3点 個人 岐阜県岐阜市 

6 7月 9日 山岳図書資料（エヴェレストへ

の長い道他） 

15点 ブロッケン山の会 神奈川県藤沢市 

7 7月 19日 山岳資料（北アルプス登山案内

圖） 

1点 個人 神奈川県横浜市 

8 8月 14日 山岳資料（ピッケル）・山岳図書

資料（冬山とスキー他） 

8点 個人 長野県大町市 

9 8月 25日 山岳資料（スキー） 1点 個人 長野県大町市 

10 10月 16日 山岳資料（埋込ボルト） 1点 雲表クラブOB会 埼玉県朝霞市 

11 10月 28日 山岳図書資料（アルプス他） 30点 個人 長野県北安曇郡池田町 

12 12月 19日 冠松次郎関連の山岳図書資料

（黑部谿谷他） 

140点 個人 東京都文京区 

13 1月 13日 山岳図書資料（實驗高山植物栽

培法他） 

11点 個人 東京都国分寺市 

14 2月 23日 
山岳資料（ロープ他）・山岳図書

資料（THE SPLENDID HILLS他） 
44点 個人 大阪府吹田市 

15 3月 10日 
山岳資料（地形図）・山岳図書資

料（梅里雪山事故調査報告書他） 
220点 個人 東京都板橋区 

16 3月 11日 
山岳図書資料（日本アルプス縱

斷記他） 
34点 

長野県 

大町北高等学校 
長野県大町市 

 

②購入・製作による収集資料 

  内訳は、化石資料 28点、山岳資料 2点、図書資料 10点である。 

№ 受入日 資 料 名 数量 金額 入 手 先 

1 ４月 8日 山岳資料（書籍 槍が嶽乃美觀） 1点 60,000円 購入：合名会社森井書店 

2 ５月 2日 山岳資料（書籍『天、共に在り』） １点 1,728円 購入：塩原書店 

3 ７月 14日 書籍『見つけよう信州の昆虫たち』 ４点 10,800円 購入：塩原書店 

4 ７月 14日 書籍『植物の描き方 自然観察の技法Ⅲ』 1点 2,592円 購入：塩原書店 

5 ７月 14日 書籍『フィールドガイド 日本のチョウ』 1点 1,944円 購入：塩原書店 

6 ７月 14日 書籍『ネイチャーガイド 日本のトンボ』 1点 5,940円 購入：塩原書店 

7 ７月 14日 書籍『日本産ハナバチ図鑑』 1点 12,960円 購入：塩原書店 

8  ７月 14日 書籍『日本産マルハナバチ図鑑』 1点 1,944円 購入：塩原書店 
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9 ７月 14日 書籍『マルハナバチ－愛嬌者の知られざる生態』 1点 5,400円 購入：塩原書店 

10 ７月７日 アンモナイト化石（モロッコ産） 1点 23,450円 購入：㈱ヴァイス 

11 ７月７日 サメの歯化石（モロッコ産） 1点 23,300円 購入：㈱ヴァイス 

12 ７月７日 虫入り琥珀[原石]（ドミニカ共和国産） 1点 25,150円 購入：㈱ヴァイス 

13 ７月７日 ブルーアンバー（ドミニカ共和国産） 1点 24,000円 購入：㈱ヴァイス 

14 ７月７日 琥珀（ドミニカ共和国産） 1点 23,600円 購入：㈱ヴァイス 

15 ７月７日 ペリドット（パキスタン産） 1点 26,500円 購入：㈱ヴァイス 

16  ７月７日 サファイヤ結晶（スリランカ産） 1点 27,000円 購入：㈱ヴァイス 

17 ７月７日 エメラルド（中国雲南省産） 1点 27,000円 購入：㈱ヴァイス 

18 ７月７日 螢石（中国湖南省産） 1点 27,000円 購入：㈱ヴァイス 

19 ７月７日 雲母/鉄電気石（アフガニスタン産） 1点 26,500円 購入：㈱ヴァイス 

20 ７月７日 透輝石（アフガニスタン産） 1点 26,500円 購入：㈱ヴァイス 

21 12月 22日 砂漠のバラ化石（メキシコ産） 1点 27,000円 購入：㈱ヴァイス 

22 12月 22日 葉化石（兵庫県産） 1点 15,000円 購入：㈱ヴァイス 

23 12月 22日 ゼンマイの葉化石（山口県産） 1点 20,000円 購入：㈱ヴァイス 

24 12月 22日 グロッソプテリス化石（オーストラリア産） 1点 27,000円 購入：㈱ヴァイス 

25 12月 22日 クサリサンゴ化石（ロシア産） 1点 27,500円 購入：㈱ヴァイス 

26 12月 22日 腕足類化石（アメリカオハイオ州産） 1点 13,000円 購入：㈱ヴァイス 

27 12月 22日 四放サンゴ化石（山口県産） 1点 13,000円 購入：㈱ヴァイス 

28 12月 22日 恐竜の卵化石（中国産） 1点 27,000円 購入：㈱ヴァイス 

29 12月 22日 ストロマトライト化石（ボリビア産） 1点 17,000円 購入：㈱ヴァイス 

30 12月 22日 虫入りコハク化石（マダガスカル産） 1点 12,000円 購入：㈱ヴァイス 

31 12月 22日 トリゴニア化石（フランス産） 1点 12,000円 購入：㈱ヴァイス 

32 12月 22日 エメラルド（パキスタン産） 1点 27,000円 購入：㈱ヴァイス 

33 12月 22日 水晶[ジオード状]（モロッコ産） 1点 25,000円 購入：㈱ヴァイス 

34 12月 22日 水晶（アメリカアーカンサス州産） 1点 10,000円 購入：㈱ヴァイス 

35 12月 22日 黄鉄鉱（ペルー産） 1点 5,000円 購入：㈱ヴァイス 

36 12月 22日 雲母（ブラジル産） 1点 14,000円 購入：㈱ヴァイス 

37 12月 22日 螢石[クラスター状]（スペイン産） 1点 27,500円 購入：㈱ヴァイス 

2 資料保存管理 

（1）収蔵資料 

①自然科学系資料 

分類名および点数 自然科学系    合計 15,408点 

菌類（液浸標本）  129点 哺乳類（剥製・骨格標本）  242点 

蘚苔類（乾燥標本）  674点 鳥類（剥製標本） 660点 

維管束植物（液侵標本）  7点 昆虫（標本ドイツ箱） 258点 

維管束植物（さく葉標本） ＊6,000点 昆虫（未標本作製資料を含む） ＊4,600点 

魚類（液浸標本）  62点 昆虫（液浸標本） 27点 

両生爬虫類（液浸標本等）  72点 その他液浸標本(調査研究資料) 103点 

貝・甲殻類（液浸標本） 13点 岩石・化石 2,561点 

②人文科学系資料 

分類名および点数 人文科学系    合計 9,836点 

山岳 7,851点 寄託（山岳、美術） 610点 

民俗 937点 （寄託内訳） 

個人寄託 361点※ 

※うちﾋﾟｯｹﾙ関係 93点 

 

美術 225点 

美術（尾竹正躬関係） 201点 

歴史 12点 団体寄託 249点  
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③本館図書室に収蔵されている自然科学系図書資料 

分類名および点数 自然科学系    5,962点 

自然科学系一般図書資料 5,744点 自然科学系一般ＡＶ資料 218点 

④山岳図書資料館に収蔵されている人文科学系図書資料 

分類名および点数 人文科学系    30,098点 

人文科学系一般図書資料 23,965点 人文科学系一般ＡＶ資料 255点 

山岳資料としての図書資料（注 1） 5,878点   

（注 1）山岳資料としての図書資料 5,878点は、②人文科学系の山岳資料 9,836点に含む。 

⑤収蔵資料の点数 

総計 63,735点（平成 28年 3月 31日現在） 

⑥現状と課題 

現状として資料収集の方法は相手方からの資料寄贈・寄託の申し出に大きく依存している状況で

ある。購入等の方法を含め、中長期を見据えた主体的・積極的な資料の収集計画を今後検討したい。 

a．自然科学系 

未整理であった植物さく葉標本の同定作業を本年度より中山洌氏（長野県植物研究会会長）に依

頼した。平成 28年 3月 31日までに、8割近くの作業が終了したことから、次年度中に同定作業を

終了させ、標本の作製・登録の準備を進めたい。 

なお、本年度は、同定作業にかかる下記の書籍（消耗品費）を購入した。今後は、新規作製の折、

あるいは標本閲覧者の参考図書として活用したい。 

№ 受入日 資 料 名 数量 金額 入 手 先 

1 ７月 9日 書籍『日本の野菊』 １点 3,024円 購入：塩原書店 

2 ７月 9日 書籍『日本のスミレ増補改訂』 １点 2,097円 購入：塩原書店 

3 ７月 9日 書籍『日本カヤツリグサ科植物図譜』 １点 21,600円 購入：塩原書店 

4 ７月 9日 書籍『日本のテンナンショウ原色植物分類図鑑』 １点 17,280円 購入：塩原書店 

5 ７月 9日 書籍『維管束植物分類表』 １点 3,024円 購入：塩原書店 

6 ７月 9日 書籍『浅野貞夫日本植物生態図鑑』 １点 14,040円 購入：塩原書店 

7 ７月 9日 書籍『日本水生植物図鑑復刻版』 １点 19,440円 購入：塩原書店 

8 ７月 9日 書籍『日本イネ科植物図譜』 １点 7,344円 購入：塩原書店 

9 
７月 9日 書籍『原色図鑑/芽生えとたね新装版 

植物 3態/芽生え･種子･成植物 
１点 

9,720円 購入：塩原書店 

10 ７月 9日 書籍『日本植物種子図鑑改訂版』 １点 21,600円 購入：塩原書店 

11 ７月 9日 書籍『野に咲く花 増補改訂新版』 １点 4,536円 購入：塩原書店 

12 ７月 9日 書籍『山に咲く花 増補改訂新版』 １点 4,536円 購入：塩原書店 

13 ７月 9日 書籍『樹に咲く花-離弁花〈1〉』 １点 3,888円 購入：塩原書店 

14 ７月 9日 書籍『樹に咲く花-離弁花〈2〉』 １点 3,888円 購入：塩原書店 

15 ７月 9日 
書籍『樹にさく花(合弁花･単子葉･裸子植

物)改訂第 3版 
１点 

3,888円 購入：塩原書店 

16 ７月 9日 書籍『高山に咲く花増補改訂新版』 １点 3,888円 購入：塩原書店 

17 ７月 9日 書籍『日本草本植物根系図説』 １点 15,728円 購入：塩原書店 

18 ７月 9日 書籍『園芸大百科増補改訂版 1200品種以上』 １点 2,160円 購入：塩原書店 

19 ７月 14日 書籍『日本ラン科植物図譜』 1点 27,000円 購入：塩原書店 

20 ７月 14日 書籍『日本維管束植物目録』 2点 8,208円 購入：塩原書店 

21 ７月 14日 書籍『樹に咲く花 離弁花 2』 1点 3,888円 購入：塩原書店 

22 ７月 14日 書籍『ネイチャーガイド 日本の水草』 1点 3,780円 購入：塩原書店 

23 ７月 14日 書籍『身近な雑草の芽生えハンドブック』 1点 1,512円 購入：塩原書店 

24 12月 22日 書籍『日本の野生植物(草本 3)新装版 合弁花類』 １点 23,760円 購入：塩原書店 

25 12月 22日 書籍『日本の野生植物(草本 2)新装版 離弁花類』 １点 23,760円 購入：塩原書店 

26 12月 22日 書籍『日本の野生植物(草本 1)新装版 単子葉類』 １点 16,848円 購入：塩原書店 
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b．人文科学系 

山岳博物館では、これまで収蔵資料の目録が整備されていない状況であったため、昨年度、資料

の収集・整理、保管の推進を重点事業に位置付けて事業実施に取り組んだ。人文科学系収蔵資料に

ついては、各分類における資料整理用紙の内容をすべてエクセルデータ化し、資料情報のデジタル

管理が可能となった。これにより、パソコン上での資料情報の一元管理ができ、館内での事務処理

や照会対応の業務において、担当職員による検索や閲覧等格段に容易となっている。さらに、館外

からの資料情報の閲覧を可能とするために、これらのデータをもとにし、人文科学系の収蔵資料目

録を作成している。目録を一般に公開することで、当館の資料コレクション管理だけでなく、博物

館利用者による調査研究や教育普及といった面において、収蔵資料の利活用につながると考え、本

年度、目録を当館公式ホームページ上に掲載し、公開を行った。公開する目録については PDFデー

タとし、ホームページ制作委託業者によるメンテナンスにあわせて、最新のデータに毎年更新する

予定。なお、人文科学系収蔵資料における各資料群（コレクション）の要覧を、本年度の当館『研

究紀要』誌上にて資料として掲載した。 

平成 24年度の山岳図書資料館設置に伴い、その前後の年度において業務量が格段に増加した。具

体的には、寄贈等によって受け入れる資料点数の平均が年間で 8倍強、年間で実施を実施する資料

整理・登録点数の平均が 14倍となっている。山岳図書資料館オープン準備時の大規模な資料整理・

登録業務は平成 23・24年度で終了しているが、それ以降も、山岳図書資料を含む人文科学系資料の

総計としては、年間 600～800点程度の寄贈を受けており、毎年継続的に相当量の資料整理・登録作

業の必要性が生じ、現在も担当学芸員と事務員を兼務する資料整理員によって通年での作業を継続

している。登録博物館として博物館法に定める事業を実施していくなかで、資料収集・保管は基礎

的な事業に位置付けられており、博物館活動を行う上で、資料整理・登録業務は常時継続的に実施

していくことが求められる。しかしながら、資料整理作業が追い付いていない状況にある。昭和 26

年の開館以降の未整理資料を含め、年度ごとに計画的・効率的に集中して整理作業を完遂させたい。 

 

（2）保存管理 

本年度は、定期的に実施していたシフェノトリン系忌避処理剤による簡易ガス燻蒸を中止し、害

虫の侵入経路の特定、侵入種が資料に与える影響について、粘着トラップを用いて定期的なモニタ

リングを実施した。 

その結果、文化財害虫とされる侵入は、ヒメマルカツオブシムシ、アリ科、ゴキブリ科、ショウ

ジョウバエ科、シミ科、カマドウマ科およびヒョウホンムシ科が確認され、侵入箇所から、建築構

造上の問題であることが推測された。 

なお、山岳図書資料館への資料搬入には、本年度も事前に浸透性の高いフッ化スルフリル系製剤

（ヴァイケーン薬剤）により 24時間の包み込み燻蒸を行った。 
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Ⅱ 調査研究事業 

1 調査研究 

（1）カクネ里雪渓（氷河）調査（担当：小坂共榮・西田均） 

  平成 26 年度に市立大町山岳博物館、信州大学理学部、長野県環境保全研究所、富山県立山カル

デラ砂防博物館の 4者により組織した「カクネ里雪渓（氷河）学術調査団」は、年度当初から夏と

秋の現地調査に向け許認可申請、機材調達などの準備を進めた。 

  夏季現地調査は、山岳ガイドが 8 月 22 日先発入山、24 日にはチャーターヘリによるヘリポート

設置資材、調査機材、食糧等を荷上げした。本隊は 26日の入山予定であったが想定外の長期の悪天

候に捕まり、8月 27日午前かろうじて先発ガイドと資材をカクネ里からピックアップし最悪の状況

を回避して夏季調査は終了となった。 

  以後、ヘリコプターは日程的な制約から再使用が叶わず、山岳ガイドによる資材運搬に切り替え、

組み立てなおした第 2次夏季調査隊によって 9月 24日、氷体への測量ポール埋込みに成功した。 

  さらに 10 月 16 日から秋季調査を実施し、9 月に埋込まれた測量ポール再測定を行うことが出来

た。 

  また、9月 21日から 12月 28日までの間には、中遠見山山頂でタイムラプスカメラによるカクネ

里雪渓の撮影が行われた。 

  本年度最大の成果は、第 2次夏季調査と秋季調査の間、24日間で最大 17ｃｍの氷体流動が観測さ

れ、年間では 2.5ｍ前後の流動となり、氷河としての認定に限りなく近づいたことである。 

  1月には、カクネ里雪渓の氷体が流動していることをマスコミに、3月には日本地理学会において

調査結果の発表を行った。引き続き 2016年度においても学会発表、論文提出等の段階を踏むことで

氷河であることの認定を目指している。 

 

調査団体制 

組織名称 カクネ里雪渓（氷河）学術調査団 

代表者（団長） 小坂共榮（山博専門員・信大山岳科学研究所特任教授） 

副代表者（副団長） 

 

飯田肇（富山県立山カルデラ砂防博物館学芸課長） 

鈴木啓助（信州大学理学部教授） 

構

成

団

体 

市立大町山岳博物館 小坂共榮専門員、千葉学芸員 宮野典夫指導員 

西田均指導員 

信州大学山岳科学研究所 

信州大学理学部 

小坂共榮 特任教授、鈴木啓助 教授、原山智 教授、 

朝日克彦 準教授助教 

長野県環境保全研究所 富樫均主任研究員、浜田崇研究員、尾関雅章研究員 

富山県立山カルデラ砂防博物館 飯田肇 学芸課長、福井幸太郎 主任学芸員 

事務局（会計・契約等事務局） 信州大学理学部 

事務局（調査・調査団事務局） 市立大町山岳博物館 

 

平成２７年度 カクネ里雪渓調査 調査団経過報告 

4 月 7 日 自然公園法・航空機使用許可申請発送（5/11 許可） 

5 月 16 日 氷河シンポジウム後援 大町市フレンドプラザ 聴講 110 名  

5 月 17 日 第 1 回調査団会議 

6 月 26 日 自然公園法・土石採取申請書提出（8/6 許可） 

7 月  2 日 東邦航空打合せ 

7 月 21 日 立山カルデラ砂防博物館調査打合せ 飯田・福井  小坂・西田 
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7 月 23 日 国有林入林許可申請書提出 

8 月  4 日 自然公園法・工作物（気象観測）新設申請書発送（8/19 許可） 

8 月  7 日 国有林野使用許可申請書提出 

8 月 13 日 ガイド前原氏打合せ 

8 月 14 日 白馬館打合せ 

8 月 16 日～18 日 アプローチ偵察（立山カルデラ砂防博物館で経費負担） 

8 月 18 日 信州大学 鈴木啓助氏 資材搬入 

8 月 19 日 立山カルデラ砂防博物館 福井幸太郎氏 資材搬入 

8 月 20 日 食糧等資材調達 

8 月 22 日～27 日 夏季調査  予定最終日 8/31   悪天先発隊ヘリ下山 後発本隊中止 

8 月 27 日 第 2 回調査団会議（状況報告） 

9 月 10 日 国有林野使用許可・入林許可申請書提出（9/17 許可） 

9 月 18 日～20 日 第２次夏季調査偵察、ルート工作隊 

9 月 21 日 中遠見山 定点カメラ設置作業 

9 月 21 日～28 日 第２次夏季調査  予定最終日 9/29 

10 月 16 日～20 日 秋季調査  予定最終日 10/21 

10 月 23 日 自然公園特別保護地区内工作物新築許可申請（延長）提出 

10 月 27 日 国有林野使用許可申請（延長）提出 

12 月 11 日 立山カルデラ砂防博物館調査概要打合せ 

12 月 28 日 中遠見山 定点カメラ回収作業    

1 月 28 日 第 3 回団会議・プレスリリース 

3 月 21 日 カクネ里氷河 日本地理学会発表【早稲田大学】 発表者 福井 

 

（2）高山植物の生活史に関する研究（担当：千葉悟志） 

  本年度は、7月 27日～29日の間に唐松岳において、ミヤマクワガタ、クロトウヒレンおよびハク

サンフウロの訪花昆虫の記録と写真撮影を行った。ミヤマクワガタにおいては、開花様式について

も観察を行った。調査には、大北地域の湿地植物の生活史研究グループのメンバーに協力いただい

た。 

  8月 3日～5日の間に白馬大池において、ハクサンイチゲ、ハクサンボウフウ、イワイチョウおよ

びウサギギク訪花昆虫の記録と写真撮影を行った。 

  5月 13日～17日の間に、1個体 10個花を対象に自宅においてミヤマクワガタの開花様式につい

て観察し、併せてインターバル機能を用いた写真撮影を行った。 

（3）山岳風景画に関する資料調査（担当：関悟志） 

1936(昭和 11)年、「好んで山を描く画家の集団」として日本山岳画協会が立ち上げられた。当館

を含めた大町市が所蔵する美術資料のうち、日本山岳画協会の創立会員や初期の会員を中心にした

明治期以降の作家による、主に北アルプスなどの山岳を描いた風景画、いわゆる山岳風景画につい

て、山岳画家たちの人物像や作品背景など、文献資料を中心に調査を行った。昨年度、現地調査と

して実施した作画現地の状況確認を含め、それらの調査結果は本年度開催の企画展「山岳風景画の

世界 ―“山博”収蔵コレクション―」に反映させ、同展の展示解説書（図録）ならびに本年度の当

館『研究紀要』誌上にて報告した。 
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（4）後立山連峰周辺の登山史に関する資料調査（担当：関悟志） 

当館では、平成 20年度から後立山連峰で繰り広げた近代を中心とした登山史（登攀史を含む）に

ついて、文献資料の調査・収集を進めている。あらためて文献資料を調査・収集し、現存する報告

記録などを読み直すことによって、後立山連峰で展開された登山史とその意義を考えてみる必要が

あると考えてのことである。とりわけ欠くことのできない重要な文献資料を中心に翻刻して収録し

た冊子『北アルプス登山史資料集』をこれまでに 2編発行している。その完結編として、黒部川側

からと後立山南部地域登山史について収録した資料集の発行（平成 29年 3月予定）を目指し、関係

する主な文献の資料調査を行った。なお、資料集編集にかかる翻刻作業については、大町山岳博物

館友の会サークル「山岳文化研究会」会員有志に協力をいただいている。 

（5）爺ヶ岳におけるライチョウ生息域内の山岳気象観測（担当：佐藤真） 

平成 22年 9月 22日よりライチョウの生息域である爺ヶ岳に温度・湿度・日射量を計測するデー

タロガを設置して観測を継続している。平成26年9月から平成 27年 9月までの年間の最高気温は、

平成 27年 8月 1日 10時 50分の 23.58℃、最低気温は、平成 27年 2月 9 日 7時 10分の-22.45℃で

あった。なおこうした博物館で収集したデータは、長野県環境保全研究所に提供して、山岳気象の

データとして活用をしていただいている。 

（6）ライチョウの飼育・増殖技術確立を目指した研究（担当：佐藤真） 

平成27年6月25日よりライチョウの飼育技術確立のために近縁亜種であるスバールバルライチョ

ウの飼育を開始した。基礎調査として、飼育舎内における年間を通した温度・湿度・紫外線強度・日

照度の測定を開始した。また、月 2回の体重測定、採餌量の測定、換羽した羽の枚数の測定を行って

いる。 

調査項目については、ライチョウの飼育状況に合わせて適宜追加・修正を行い、生息域外における

安定的な個体数の増加・維持及びライチョウの生理・生態の解明に寄与するための調査研究を継続す

る。単年度での研究は難しいため、継続して得られたデータについては山岳博物館研究紀要などで発

表予定である。なお、スバールバルライチョウの飼育に関する詳細については、P28のⅣ動植物飼育

栽培繁殖事業を参照のこと。 
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Ⅲ 教育普及事業 

1 展示 

（1）常設展示 

メインテーマを「北アルプスの自然と人」とし、「自然と人とが共生する山岳文化」を山岳博物館

からのメッセージとして伝える。 

①展示テーマおよび展示資料点数 総計 1,091点（平成 28年 3月 31日現在） 

内訳（自然科学系 合計 534点、人文科学系 合計 557点） 

展示テーマ 
資料 

点数※1 
展示テーマ 

資料 

点数※1 

３階 展示室 「あなたと山のかかわり 展望ラウンジ」ゾーン 計 104点 

大町のプロフィール 24点 大町の空からマップ 1点 

後立山連峰のパノラマ 1点 山頂の石たち 5点 

北アルプス後立山連峰の山々 20点 雪形の伝承 27点 

山の伝説 7点 「北アルプスの自然と人」映像 1点 

つながりプロローグ 18点   

２階 ホール 「山の成り立ち」ゾーン  計 65点 

水の惑星・地球 46億年の生い立ち 21点 日本列島の生い立ち 1点 

驚きのフォッサマグナ 18点 驚きの北アルプス 23点 

「北アルプスの生い立ち」映像 1点 中部地方衛星写真 1点 

２階 展示室 「山と生きもの」ゾーン 計 464点 

立山の氷河・いまを生きる生物 2点 里山から高山までの生物 247点 

ニホンカモシカ 9点 ライチョウ 61点 

溪谷の生物 35点 湖の生物 49点 

湿原の生物 55点 ライチョウの捕食者 6点 

１階 展示室 「山と人 北アルプスと人とのかかわり」ゾーン 計 429点 

山の魅力 7点 北アルプスと人とのかかわり年代記 7点 

峠を越える ―針ノ木峠の歴史― 39点 山に暮らす ―山の恵みと山村の暮らし― 87点 

山に祈る ―山の信仰― 20点 「山と人」映像 1点 

大町山岳人列伝 10点 山を測る ―測量― 5点 

山を調べる ―博物学― 23点 山を描く ―絵画― 8点 

山を写す ―写真― 21点 山で学ぶ ―日本の近代登山― 145点 

山に住まう ―山小屋の変遷― 28点 登山の道具 23点 

山とのかかわりの窓  つながりコラム 5点 

１階 エントランス・ホール 計 8点 

「北アルプスの自然と人」導入 1点 山とわたしたちの未来  

新・對山館サロン 1点 こどもひろば 6点 

１階 特別展示室 「山と美術 ―山岳風景画とウッドシャフトピッケル―」※2 計 21点 

山岳風景画 16点 ウッドシャフトピッケル 5点 

※1 点数には、実物資料のほか、写真・図表グラフィックなどの図版資料と映像資料を含む。 

※2 特別展示室の展示については、特別展・企画展開催時には各テーマで展示替えを行う。 

②常設展アンケート（担当：関悟志） 

ａ．アンケート調査の概要 

・実施期間･･･平成 27年 4月 1日（水）～平成 28年 3月 31日（木） 

・実施場所･･･山岳博物館 エントランス 

・期間中の入館者数･･･合計 17,413人 

・アンケート回答数･･･341件 
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・入館者に対する回答率･･･2.0% 

ｂ．来館者等の傾向について（アンケート結果から） 

ア 来館者層および交通手段・来館目的について 

60歳代を中心とした 40～70歳代の男性・女性が単独もしくは 2～4人程度の家族や友人で、観

光旅行によって首都圏のほか中京圏や近畿地方、あるいは県内の近隣都市から自家用車を使い、

初めて当館を訪れる方が多い傾向にある。 

このほか、特記事項として、各種研修・学習を目的に来館する方がいた。これは学生の学校行

事のほか、小学生の夏休み自由研究や大学生の課題学習のための来館であった。さらに、観光産

業に従事する社会人が自己研修で来館したケースもあった。また、付属園の見学、大町公園周辺

の眺望や花見、鷹狩山トレッキングといった目的で、博物館付属施設から東山全体にかけて出掛

けた際に来館している方がいた。 

イ 来館に至った情報源について 

知人などから聞いてという“口コミ”が最も多く、事前に情報は得ていなかったが、たまたま

来館して知ったという方が多い傾向にある。次いで、雑誌あるいは当館のホームページから情報

を得た方が多い傾向にある。 

このほか、特記事項として、地元出身者などで以前から知っていた方が比較的多い。また、イ

ンターネット上の口コミなどの情報や、道路案内、観光情報誌、ホテル・旅館、駅の観光協会で

の情報によって来館した方がいた。 

ウ 当館の常設展について 

北アルプスの自然や歴史について、予備知識が全くない、あるいは概要だけは知っていて、当

館の常設展テーマについて関心が高いという方が多い傾向にある。 

展示方法や展示資料、展示説明に対しては、興味深くとらえ、わかりやすく、よかったと評価

する方が多い傾向にある。 

なかでも、とくに興味・関心を持ったコーナーは 2階「山と生きもの」で、次いで 3階「展望ラ

ウンジ」、1階「山と人」、2階「山の成り立ち」の順に多い傾向にある。 

エ 付属施設の見学について 

付属園も見学する方が有効回答数の過半数（58.3％）であったが、本館の展示のみ見学して、

付属園を見学せずに帰る方（41.7％）も多い傾向にある。 

ｃ．今後の対応について 

常設展についての来館者アンケート調査は、26 年 3 月末の展示改修をきっかけに 26 年度後期か

ら取り組んでいる。26年度は年間を通じた調査結果ではなかったため、27年度も引き続き実施した。

これにより、来館者層や交通手段・来館目的、来館に至った情報源、常設展内容に対する評価につ

いての傾向を把握することができた。 

今後、アンケート結果を参考にしながら、情報発信のあり方など博物館マネジメント、現在の展

示資料や展示情報の更新、次回の展示改修に向けた常設展の展示構成などを検討したいと考える。 

 

（2）企画展示 

①企画展 山博にライチョウがやってくる！山博「ライチョウの里」へ再出発（担当：千葉悟志） 

a．会 期：平成 27年 6月 12日（金）～7月 12日（日） ※開催日数：延べ 28日間 

b．会 場：市立大町山岳博物館 特別展示室及びホール 

c．主 催：市立大町山岳博物館 

d．概 要：国はニホンライチョウの生息数が減少傾向にあることから、平成 24年には、ライチョウ

保護増殖事業計画を策定し、日本動物園水族館協会加盟館と協力して、平成 27年度からニホンラ

イチョウ飼育繁殖技術の確立を目指すために、低地飼育を再開する方針を決定した。 

山岳博物館は、ニホンライチョウの飼育繁殖に寄与する候補の施設としてあげられたことから、

再び「ニホンライチョウのいる博物館」として再出発するべくして、ライチョウ舎の建設（平成 27

年 5月完成予定）をはじめとする事業に取り組んでいる。 

本展では、博物館がシンボルとして掲げてきたニホンライチョウの国内における飼育再開をきっ

かけに、博物館がこれまで果たしてきた役割、これから担うべき役割等について、市民をはじめ近

隣住民の方に広く知っていただき、博物館の活動に興味・関心を寄せていただくことを目的とした。 
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e．展示資料：ニホンライチョウ・スバールバルライチョウ・カラフトライチョウのはく製・動画・

パネルなどを展示。 

f．入館者：1,570人（有料 1,229人、無料 341人） 

g．所 見：山博が国の進める保護策に貢献するうえで、スバールバルライチョウの飼育がニホンラ

イチョウの保全に如何に貢献するのかを関連事業を実施することで、十分に理解していただくこと

ができたと考えられる。また、マスコミにも繰り返し取り上げていただいたことや、企画展解説書

（1500部）を無料配布したことで、来館いただいた大町市民をはじめ、近隣住民等の山博の活動へ

の理解を高めるきっかけとなったと思われる。 

  しかし、本展を実施するにあたり、会期 1ヶ月前になっても館内で企画案が決定されず、急きょ、

植物担当の学芸員が企画案を練ることになったのは反省すべきことと思われる。そのため、十分な

準備期間を設けることができなかった上、限られた予算内での実施となってしまった。さらに、予

定していた会期を延期・短縮した点は、多くの来館者を得るに至らず、結果的に企画の主旨を広く

伝えるという点でも影響が出たものと思われる。 

h．関連事業 

・企画展ギャラリートークと新ライチョウ舎見学 

期日：平成 27年 6月 14日（日）午前 10時 30分～、午後 2時～ 各 1時間 

・新ライチョウ舎にやってきたスバールバルライチョウを見学しよう！ 

 期日：平成 27年 7月 4日（土）・5日（日）午前 10時 30分～、午後 2時～ 各 1時間 

i．その他 

・展示解説書 印刷部数：1000部（無料配布） 

 

②企画展「山岳風景画の世界 ―“山博(さんぱく)”収蔵コレクション―」（担当：関悟志） 

a．会 期：平成 27年 7月 18日（土）～10月 12日（月・祝） ※開催日数：延べ 70日間 

b．会 場：市立大町山岳博物館 特別展示室及びホール 

c．主 催：市立大町山岳博物館 

d．概 要：本展では、当館を含めた大町市が所蔵する美術資料のうち、日本山岳画協会の創立会員

や初期の会員を中心にした明治期以降の作家による主に北アルプスなどの山岳を描いた風景画、い

わゆる山岳風景画の秀作 16点を展示した。あわせて、山岳画家が愛用した登山道具などを展示し

た。展示資料を通じて、それぞれの山岳画家たちが、山に対する各々の思いを作品に込めて表現し

た山岳風景画の持つ世界観を観覧者に会場で感じとっていただくことを目的とした。あわせて、本

展を実施することによって、教育普及面の効果のほか、当館を含めた大町市が所蔵する美術資料の

うち、山岳風景画（山岳画）という分野でのコレクション化を一層図り、ひとつの資料群として資

料価値を高めることを目的とした。 

e．展示資料：大町市が収蔵する美術資料のうち、主に北アルプスなどの山々を題材にして明治期以

降に描かれた山岳風景画の秀作 16点などを展示。 

f．入館者：7,907人（有料 6,730人、無料 1,177人） 

g．所 見：本展を実施することによって、教育普及面の効果を高めたほか、当館を含めた大町市が

所蔵する美術資料のうち、山岳風景画（山岳画）という分野でのコレクション化を一層図り、ひと

つの資料群として資料価値を高めることができた。 

会期中の常設展を含むアンケート結果では、展示方法・資料・説明について「全体的によかった・

部分的によかった」等の意見が大多数であり、観覧者の満足度は高かったものと考える。入館者数

以外に、各種関連催しの参加者総数は延べ 505人で、より多くの方々を対象にして展示関連の教育

普及事業を展開することができた。こうした点での目的達成度は高かった。一方、期間中の入館者

は、前年度比 82.3％（平成 26年度 9,607人）、前々年度比 142.0％（平成 25年度 5,568人）で、前々

年度と比較すると大幅な集客増となっているが、常設展示をリニューアルした前年度と比較すると

減少している。 

実施手法については、リーフレットを印刷・配布する中で、県内地元新聞、山岳雑誌、登山用品

メーカーに対して個別に依頼を行い、紙誌面やウェブサイトや SNSにおいて本展の告知・周知を行

っていただいた。また、期間中の展示にかかわる教育普及活動にミュージアムガイドと、信濃大町

山岳フェスティバル関連事業として駅前での関連特別展示を実施したが、展示内容を広く知ってい
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ただけたり、関連の収蔵資料を展示したりする機会として有効であった。あわせて、企画展の情報

蓄積・提供の面から、展示解説書の発行は効果的であった。コスト面については、参加者の負担金

額 400円（大人の通常入館料）に対して、参加者１人当りに要した事業費の単価は 58.5円となり、

効率性は高かった。これらの点での効率性は高かったと思われる。一方、企画展の立案・準備・実

施については、ほぼ担当分野の担当者 1人が実施する体制であり、企画展としてまとめ上げるまで

に費やせる作業時間と実施可能な作業量には限りがあった。この点に関しては効率性が低かったと

感じる。 

h．関連事業 

・ミュージアムガイド（延べ 4日・全 8回） 

期日：平成 27年 7月 26日（日）、8月 15日（土）、9月 20日（日）、10月 11日（日） 

時間：各日とも 1回目･･･午前 10時～ 2回目･･･午後 2時～ 

※各回の所要時間は 20分程度、午前・午後とも内容は同じ 

会場：市立大町山岳博物館 特別展示室 

内容：学芸員が展示の見どころなどを解説 

参加者：延べ 51人 

・特別展「山岳画家・山川勇一郎デッサン展」（信濃大町山岳フェスティバル 2015関連事業） 

会期：平成 27年 8月 1日（土）～8月 16日（日） ※延べ 16日間 

時間：午前 9時～午後 5時（最終日は午後 3時まで） 

場所：JR大糸線「信濃大町駅前」特設会場（旧パチンコ店空き店舗） 

主催：信濃大町山岳フェスティバル実行委員会（主管：観光課） 

共催：市立大町山岳博物館 

内容：当館が所蔵する山岳風景画コレクションの中から、山岳画家・山川勇一郎が描いたデッサ

ン（素描）作品 24点などを展示した。市立大町山岳博物館が所蔵する山岳風景画コレクシ

ョンの中から、山岳画家・山川勇一郎が描いたデッサン（素描）作品を展示。来場者には、

夏山の登山シーズンにあわせ、山岳風景画の世界をお楽しみいただいた。 

入場料：無料 

来場者：454人 

i．その他 

・展示解説書 印刷部数：500部（会期中の配布数 302部、販売数 150部） 

 

③市立大町山岳博物館・信州大学山岳科学研究所連携企画展 

山岳を科学するシリーズ③ 「北アルプス山麓の自然に蝶が舞う」（担当：千葉悟志） 

a．会 期：平成 28年 2月 13日（土）～4月 10日（日） ※開催日数：50日間 

b．会 場：山岳博物館 特別展示室・講堂 

c．主 催：市立大町山岳博物館 信州大学山岳科学研究所 

d．概 要：長野県に生息するチョウ類は、約 150種と言われ、都道府県別でみても 1・2番を争うほ

ど多い数とされている。信州の自然は、なぜこれほどまでに豊かなチョウ類を育むのだ

ろうか。チョウの眼を通して、自然について見つめ、私たち人間と自然とのかかわりに

ついて考える機会とした。 

e．展示資料：パネル・写真・標本を用いた展示 

f. 関連事業：ア．チョウの観察会 

         日時：平成 27年 6月 28日（日）・7月 12日（日）・8月 9日（日） 

午前 9時 30分～11時 30分 

         内容：旧東山低山帯野外博物館でのチョウの採集、チョウの標本づくり、記録の

まとめ方  

         参加者数：17人（6/28）、25人（7/12）、8人（8/9） 計 50人 

       イ．講演会「北アルプス山麓の自然に蝶が舞う」 

         日時：平成 28年 2月 13日（土）午前 10時 30分～正午 

         内容：展示監修および執筆者の江田慧子氏による講演会。 

         会場：山岳博物館 講堂 



- 13 - 

 

         参加者数：47人 

       ウ．ギャラリートーク 

         日時：平成 28年 3月 20日（日）1回目：午前 10時 30～ 2回目：午後 2時～ 

         参加者数：1回目：13人、2回目：13人 計 26人 

         講師：江田慧子氏 

エ．クイズラリー 

         日時：平成 28年 2月 13日（土）～4月 10日（日） 

         参加者数：185人 

         内容：展示内にある 4つの問題をこたえ、答え合わせ後にオリジナル缶バッチを

プレゼント 

       オ．友の会会員によるチョウのモニタリング調査 

         実施日：平成 27年 7月 26日（日）、8月 9日（日）、8月 23日（日）、9月 6

日（日）、9月 19日（土）、10月 4日（日）、10月 18日（日） 

         内容：旧東山低山帯に通ずる林道および草原におけるチョウの採集・記録 

g．入館者数：1,796人（有料：1,478人、無料：318人） 

h．所 見：企画展の趣旨を十分に理解していただくため、事前に観察会を複数回、開催し、あわせ

て市内および近隣町村立の小学校、マスメディア等を通して周知を実施したところ、専門の先生方か

ら直接の指導を受けられるという機会だけあって、多くの小・中学生の参加が見られたほか、保護者

以外の 50歳代～70歳代の参加も得られた。また、市内幼稚園をはじめ、伊那市立伊那小学校が学習

におとずれるなど本企画に対する興味・関心の高さが伺えた。 

信州大学から、チョウのモニタリングの手法等を友の会会員に指導いただいたことで、今後におい

てもその経験が博物館と協力した調査に役立つことが期待される。さらに、企画展中に開催した記念

講演会およびギャラリートークでは、意見交換が積極的になされ、地域の核となる人材育成に貢献す

ることができたと考えられ、当初の目的を達成するに至ったと思われる。 

なお、本事業においても、植物担当の学芸員が急きょ、企画案を練ることになった。本年度開催の

「山博にライチョウがやってくる！山博『ライチョウの里』へ再出発」の企画展に引き続き、業務が

滞っている状況が見過ごされてきた事は、改善すべきである。このような度重なる問題は、館内にお

いて進捗状況を担当者より報告させる事が重要で、企画案についても、年度当初あるいは計画のあが

った段階で、速やかに提出させるなどの対応で、このような事態を回避することが可能と思われ、今

後の改善点としてあげたい。 

i．その他 

・展示解説書 印刷部数：500部  

・常設展解説資料（無料配布） 印刷部数：5,000部 

 

(3)さんぱく研究最前線 －北アルプスの自然と人 トピックス－（担当：清水隆寿） 

2 階ホールにおいて、山岳博物館からの最新の情報や話題性のある情報を 3 ヶ月ごとに内容を入

れ替えながら展示するもので、展示改修を機会に新設されたコーナーである。平成 27年度には以下

の 4つの展示を実施した。 

①テーマ「楽しく安全な登山への一歩」（担当：西田均） 

a．会 期：平成 27年 4月 1日(水)～6月 30日（火) 

b．概 要 ：登山の初心者の方を対象に夏から秋のシーズンにおける「登山の楽しみ」や「山の危険」

を知った上で、危険から事前に身を防ぐためのヒントを紹介しました。 

c. 掲載誌：『山と博物館』5月号（第 60巻第 4号）「楽しく安全な登山への一歩≪前編≫」 

     『山と博物館』6月号（第 60巻第 5号）「楽しく安全な登山への一歩≪後編≫」 

②テーマ「フクジュソウの種子発芽とアリとの関係」（担当：千葉悟志） 

a．会 期：平成 27年 7月 1日(水)～9月 30日（水) 

b．概 要：白馬村姫川源流で実施した調査をもとに、フクジュソウ痩果とアリの運搬意義について

著した。 

c．共著者：尾関雅章氏（長野県環境保全研究所研究員） 

d. 掲載誌：『山と博物館』9月号（第 60巻第 8号）「フクジュソウの種子発芽とアリとの関係」 
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③テーマ「戦後 70 年に際して 収蔵資料から見る戦時下の登山－鹿島山荘の「登高記念」帳をめく

る－」（担当：関悟志） 

a．会 期：平成 27年 10月 1日(木)～12月 27日（日) 

b．概 要：当館で収蔵する山岳資料の中から、戦争と登山の関わりを伝える資料について紹介した。 

c.掲載誌：『山と博物館』10月号（第 60巻第 9号）「戦後 70年に際して 収蔵資料から見る戦時下の

登－鹿島山荘の「登高記念」帳をめくる－」 

④テーマ「山の恵み 北安曇地方の温泉－江戸時代・温泉の文化のはじまり－」（担当：清水隆寿） 

a．会 期：平成 28年 1月 4日(月)～3月 31日（木) 

b．概 要：北安曇地方における中世から近世にかけての湯治場などの温泉地を紹介し、当地方の温

泉文化を紹介。 

c. 掲載誌：『山と博物館』2 月号（第 61 巻第 1 号）「山の恵み 北安曇地方の温泉－江戸時代・温泉

の文化のはじまり－」 

 

（4）移動展示 

①「第 11回安曇野アートライン展」への参加と協力（担当：西田均） 

a．会 期：平成 27年 11月 21日(土)～12月 23日（水・祝) 

b．会 場：国営アルプスあづみの公園<堀金・穂高地区> 多目的ホール（安曇野市） 

c．概 要：安曇野アートライン推進協議会に加盟する美術館・博物館所蔵の作品や、各館の紹介パ

ネルなどを、国営アルプスあづみの公園<堀金・穂高地区>で展示。公園の来園者に安曇野のアート

にふれていただいた。当館は山川勇一郎の「カトマンズの街」「サリーの女」「ヤングル部落」「ヘ

ルムの村外れ」「テンパタン村の母子」の 5点を出品した。 

 また、併せて開催されたスタンプラリーにも参画した。 

②「銀座ＮＡＧＡＮＯ安曇野アートライン展」への参加と協力 

a．会 期：平成 28年 3月 11日(金)～3月 14日（月) 

b．会 場：銀座ＮＡＧＡＮＯしあわせ信州シェアスペース（東京都中央区銀座） 

c．概 要：昨年度に引き続き 2 回目の「銀座ＮＡＧＡＮＯ安曇野アートライン展」が開催された。

今回のコンセプトは「原画の展示」であり、当館では足立源一郎「日暈 西鎌尾根にて」を出品す

るとともに、加盟館が提供した来場者抽選プレゼントに、おおまぴょんグッズを提供した。 

 

2 教育普及活動 

（1）学習会等の開催 

①「ふぞくえんまつり」 

（担当：佐藤真・宮野典夫・戸谷諭美・木戸きらら・遠藤モナミ・内田木野実） 

a．開催日：平成 27年 8月 8日(土)～8月 16日(日) （延べ 9日間） 

b．場 所：山岳博物館 付属園 

c．参加者数：延べ 601人（子ども～大人） 

（内訳）「どうぶつ写生大会」65人※（子ども） 

※写生大会については 9月 27日まで延長して実施 

「どうぶつ観察ツアー」159人（子ども 102人、大人 57人） 

「ふぞくえんスタンプラリー」297人 

「おおまぴょんとあそぼう」131人 

d．概 要：付属園内の展示動物を描く「どうぶつ写生大会」、展示動物を解説しながら園内を巡る「ど

うぶつ観察ツアー」、展示動物を絵柄にした手作りスタンプを押して集める「ふぞくえんスタンプ

ラリー」、大町市の公式キャラクターの「おおまぴょんとあそぼう」の 4つのイベントを開催した。

山岳博物館では、開館間もない昭和 28年頃から動植物を飼育栽培する付属園（動植物園）を屋外

に併設し、希少野生動植物の保護増殖や調査研究を行うとともに、北アルプスの山麓から高山に生

息する生物を飼育栽培して、生体展示などの教育普及を行っている。また、平成 9年度から大北地

域周辺の野生傷病鳥獣を救護収容している。付属園にかかわる市民対象の各種催しを実施する期間

を「ふぞくえんまつり」と称して各催しを実施することで、付属園と飼育動物を身近に感じ、親し
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みを持っていただくとともに、傷病鳥獣の救護などの活動についても広く周知し、付属園の役割に

ついて理解を深めていただいた。これにより、大町市周辺地域の野生動物や自然環境への関心を高

めていただくことを目的とした。 

e．所 見：「どうぶつ写生大会」は、昭和 62年度（同年度以降、日動水中部ブロック写生コンクー

ル参加）から、「どうぶつ観察ツアー」は平成 18年度から（21年度までは「山博おもしろミニゼミ 

動物ウォッチング」）、「ふぞくえんスタンプラリー」（24年度までは春夏秋の年 3回）は平成 19年

度から、それぞれ毎年実施してきている。市民、特に小学生以下の子どもを対象に、平成 24年度

までは個々の事業として実施していた上記の付属園に関わる教育普及事業を「ふぞくえんまつり」

という名称を冠してまとめ、同時期に実施し今年は 3年目にあたる。また、催し案内のリーフレッ

ト（カラー用紙に印刷機で印刷）を市内小学校の全児童に学校を通じて配布した。また、市キャラ

クターの着ぐるみに加えて、平成 27年度に大町市が松本山雅ＦＣの５市村目のホームタウンとな

ったことを記念し、松本山雅ＦＣのオフィシャルマスコット「ガンズくん」を招待し、来園者への

参加呼び掛けや、子どもを中心とした参加者との交流を行ったところ、子どもから大人まで大変好

評であった。期間中、600人を超える延べ参加者があり、付属園の役割や飼育展示する野生動物の

特性について広く知っていただく大変良い機会となった。 

ア どうぶつ写生大会（担当：佐藤真） 

付属園の飼育動物や園内風景を画題に写生し、野生動物の特徴をとらえるとともに、動物愛護の

精神を高めて命の大切さを知っていただいた。写生大会終了後、全参加作品は「どうぶつ写生画展」

として博物館にて展示後、各園校を通じて返却した。また、優秀作品 23点を選出し、日本動物園水

族館協会中部ブロック写生大会に応募した。 

開催日は 8月 26日～9月 27日で、対象は幼児から小学生・中学生まで。 

 

a．共 催：日本動物園水族館協会中部ブロック 

b．後 援：日本動物園水族館協会 

c．参加作品数：65点（園児 7点、小学生 56点、中学生 2点）なお、作品数には後日行われた、学校

授業での参加を含む。 

d．概 要：日本動物園水族館協会中部ブロックが目的としている児童・生徒の動物愛護精神を高め、

描画教育並びに、文化の向上と親善をはかることをかんがみ、大町市内や周辺の幼稚園・保育園の

園児、小・中学校の児童・生徒を対象にして、動物を観察して親しみながら写生を楽しむ機会とし

た。作品は第 60回中部ブロック動物園水族館写生大会への応募を行う。 

e．所 見：日本動物園水族館協会が開催する同写生大会への参加は、山岳博物館としては本年で 28

回目となる。本年度の写生大会参加者内訳は、未就学児・保育園・幼稚園合わせて 7 人、小学生が

65人と昨年度よりも若干減少した。盛会時には 100人近くの参加者があったが、ライチョウ舎建設

により例年と異なる時期の夏に行ったことで、参加人数は増加しなかった。一方で、年間を通じて

これだけの短期間に市内の子供たちが博物館に集まる機会は少なく、今後はさらに写生大会と様々

な関連イベントと組み合わせて一層魅力を高めることにより継続して実施していきたい。 

f．関連事業 

・どうぶつ写生画展 

「大町山岳博物館 どうぶつ写生画展」として、参加作品すべてを 10月 17日（土）～11月 3日

（火・祝）（開催日数は、14日間）に山岳博物館講堂において展示した。 

・写生画審査会 

10 月 15 日（木）に市内小・中学校の先生 6 人及び館長、副館長による審査で、長野県知事賞は

じめ 23点を選出し、中部ブロック動物園水族館写生大会への応募を行う。 

・写生画表彰式 

写生画表彰式 11月 1日（日）午後 3時から山岳博物館講堂において執り行い、縣和彦教育次長、

清水降寿副館長より、それぞれ入賞者 23人に賞状と盾を授与した。 

イ どうぶつ観察ツアー 

来園者と一緒に飼育員・学芸員が付属園の飼育動物を解説しながら園内を回ることで、見学効果

を高め、飼育動物や付属園の役割を理解していただいた。 

a.開催日は、8月 8日（土）・9日（日）・15日（土）、16日（日） 
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ウ ふぞくえんスタンプラリー 

付属園内に設置したオリジナルスタンプを楽しみながら押して集めることで、見学効果を高め、

飼育動物や付属園に親しんでいただいた。スタンプは飼育員によるオリジナルスタンプを設置。 

a.開催日は、8月 8日（土）～8月 16日（日） 

エ おおまぴょんとあそぼう 

  大町市の公式キャラクターのおおまぴょん（ニホンカモシカをモチーフ）の演出により、学芸員

がニホンカモシカの生態などの特徴について解説を行った。また、本年度は大町市が松本山雅ＦＣ

の５市村目のホームタウンとなったことを記念し、松本山雅ＦＣのオフィシャルマスコット「ガン

ズくん」を 8月 9日午前中に招待した。「ガンズくん」や「おおまぴょん」とふれあい親しみなが

ら、カモシカに加えてライチョウの特徴についても解説を行った。 

a.開催日は、8月 9日（土）、8月 15日（土） 

②山の歴史ウォーキング 体感！ 山岳文化都市おおまち ―市街地編―(担当：関悟志) 

a．共 催：大町山岳博物館友の会 

b．開催日：平成 27年 6月 20日（土） 

c．場 所：大町市街地周辺～常盤泉仏崎 

d．対 象：大町市民・友の会会員 大人～小学生 定員 20人 

e．参加者数：大人 18人（一般参加者 11人・友の会会員 7人） 

f．概 要：大町市内にある北アルプスの山岳文化史ゆかりの各所を歩いて巡る催し。今年度以降、

シリーズとして複数回実施予定。ふだん何気なく通っている場所にある山にまつわる地域の歴史を

知る機会とし、「山岳文化都市」大町市を体感していただく。初回となる今回は、市街地周辺をフ

ィールドにして、山岳にかかわる歴史・民俗をテーマにし、タウンウォッチングやフィールドワー

クの手法を用いながら、地域の山岳文化にふれることで、山岳文化都市・大町市の魅力を再発見す

る機会とした。昭和初期に伝書鳩を利用した山岳通信の事業を展開した中部山岳鳩協会の建物跡や、

明治初期に近代登山のさきがけとして白馬岳登山を実践した教育者・渡邊敏をたたえる石碑などを

見学。各ポイントでは学芸員が解説を行った。 

g．所 見：後立山連峰を中心とした「北アルプスの自然と人」をテーマに活動する山岳博物館の趣

旨に沿った企画で、山のまち「大町」にある山にかかわる身近な地域の歴史・民俗を広く知ってい

ただくことができた。当館の展示資料や収蔵資料、二次資料や文献資料をもとにして、各探訪ポイ

ントで学芸員が詳しく説明することができた。あわせて、道中の市指定文化財（天然記念物含む）

についても学芸員から説明を行った。さらに、参加者であった友の会・宮澤会長から、帰路前方に

望んだ東山（大峰山地）の地質的な説明を行っていただいた。なお、一般参加者には友の会入会案

内・申込書を配布し、友の会入会のメリットを説明し、入会を勧めた。 

申し込み時点で定員を超える参加応募があり、当日欠席者があったものの、ほぼ定員に達しての

実施となった。昨年までシリーズで実施していた「塩の道を歩く」では近年の参加者が定員の 6割

程度であり、一般参加者の割合が少なく、大半が友の会会員であったが、今回は市民を含む一般参

加者が 6割で、友の会会員を上回った。これらから、事業目的の対象者の興味・関心をひくことが

できたと考える。また、催しの名称に「ウォーキング」という言葉を用いたことが、近年の健康意

識の高まりから、今回の参加者の中には各地で実施されているウォーキングイベントに積極的に参

加している方々が複数おり、歴史探訪とあわせた平地での軽運動が興味をひくポイントであったと

考えられる。 

当日のスタッフとして、博物館職員と友の会運営部員が、それぞれ 2人の人員を出し合い、下見

を含めて役割分担したほか、経費面でも両者で負担し合うことで、より効率的な事業実施が行えた。 

③さんぱく こども夏期だいがく ―山の妖怪ウォッチ―（担当：関悟志） 

a．期 日：平成 27年 8月 6日（木） 

b．場 所：市立大町山岳博物館 講堂および鷹狩山 

c．対 象：小学生 定員 20人 

d．参加者数：21人 

e．概 要：山岳博物館で平成 23 年から毎年開催している「さんぱく こども夏期だいがく」は、夏

休み期間中の小学生を対象とした催し。今年は、山岳にかかわる妖怪の説話伝承を紹介するととも

に、山岳博物館から鷹狩山山頂まで往復して、市内に残る山の妖怪伝説の伝承地を訪ねた。各ポイ
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ントでは学芸員が解説を行った。 

f．所 見：夏休み期間中の小学生を対象とした催しである「さんぱく こども夏期だいがく」は平成

23年度以降、内容を変えながら毎年実施。毎回好評を得ており、近年では夏の子ども対象の催しと

して定着しつつある。今年は、山岳にかかわる妖怪の説話伝承をテーマにして、タウンウォッチン

グやフィールドワークの手法を用いながら、地域の山岳文化にふれることで、山岳文化都市・大町

市の魅力を伝えることができた。あわせて、東山フィールドでの教育普及活動を推進する上でも有

効であった。 

当日の参加者は市内小学生中心に 21人で、定員を上回った。申込時には延べ 27人の応募があり

（当日までに 6人キャンセル）、計画した事業目的の対象者から高い興味・関心をひくことができ

たと考える。その要因として、催しタイトルのネーミングと、市内小学生向けのチラシが効果的で

あったと考える。実施後の参加者アンケートからも、満足いただけた結果であった。 

当日のスタッフとして、博物館職員 2人のほか、期間中に当館で実習を行った博物館実習の大学

生 3人と教員研修の大町西小教諭 1人の計 6人が引率した。引率時には参加者を班分けして、スタ

ッフが各班の班長として道中の安全確保と人員点呼を行った。また、友の会サークル「山岳文化研

究会」会員 1人がボランティアでの参加協力いただいた。それぞれの役目をパートごと担うことで

効率的に実施できた。一方、腹痛によって途中帰宅した参加者がいたほか、大きな怪我や事故はな

かったものの、低学年からの小学生の体力にあわせた日程や、野外活動時の安全確保に十分な配慮

をした実施手法や体制をさらに万全にすることの重要性を感じた。 

④「自然ふれあい講座 みんなで温暖化ウオッチ「セミのぬけがらを探せ！」」（担当：佐藤真） 

 (長野県環境保全研究所 平成 27年度自然ふれあい講座（第 2回）を兼ねて開催) 

a．開催日：平成 27年 8月 3日（月） 

b．主 催：市立大町山岳博物館 

 協 力：長野県環境保全研究所飯綱庁舎（温暖化ウオッチ担当）、自然観察指導員長野県連絡会、

セミの抜け殻しらべ市民ネット 

c．場 所：大町公園周辺、博物館講堂 

d．参加者数：小学生 21人・大人 5人 合計 26人  

e．概 要：長野県内で身近なところで起きている自然の変化の記録を持ちより、本当に温暖化など

の変化が起きているのかを、セミの抜け殻を探す調査や観察を通して、地球環境の在り方を考えて

いただく事を目的に開催した。大町での開催は平成 27年度で 4回目となる。 

f．所 見：セミの抜け殻を探し出す作業を通じ、セミの種類の豊富さやその地に住むセミの気候環

境を知っていただき、セミの生息数の増減の変動を毎年調べることにより気候の変化を確認しよう

とするものであり、環境の変化とそこに生息する動物の変化を関連付けて学ぶ貴重な場となった。 

⑤平成 27年度 山博博物館・長野県・山博友の会 共催事業 

「北アルプス爺ヶ岳でライチョウを観察しよう！」(担当：千葉悟志・西田均・佐藤真) 

a．共 催：長野県環境保全研究所・長野県・大町山岳博物館友の会 

b．開催日：平成 27年 7月 19日（日）・20日（月・祝） 

c．場 所：爺ヶ岳 

d．参加者数：20人（一般参加者 12人・友の会会員 8人）（内訳：大人 17人） 

e．概 要：本事業は鳥類の専門家で長野県環境保全研究所：堀田昌伸主任研究員より、ニホンライ

チョウの現状や予測について詳しく聞くとともに、なぜ、スバールバルライチョウを飼育するのか

について解説し、それらを通して日本のライチョウへの興味・関心、理解を高め、また、高山環境

について考える機会とすることを目的として実施した。 

f．所 見：応募者が定員を上回り、ライチョウの生息地での観察に関心が高いことが伺えた。アン

ケート結果から、行事内容に多くの参加者が本趣旨を理解し、また、関心を持ったことが伺える。

今後も長野県と連携して事業を推進することで、博物館の活動をはじめ、長野県の取り組みを十分

に理解してもらえる機会になると考える。今後は生息地域外・域内保全への理解者のすそ野を広げ

ながら、保全を持続的に実施するための人材育成を目指すことも必要と考える。 

⑥山の歴史ウォーキング 体感! 山岳文化都市おおまち－高瀬入編－（担当：清水隆寿） 

a．共 催：大町山岳博物館友の会 

b．開催日：平成 27年 10月 24日（土） 
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c．場 所：〔目的地〕葛温泉（温宿かじか、観音堂周辺） 

     〔コース〕大町エネルギー博物館－大町ダム（資料館見学）－高瀬渓谷緑地公園－展望広

場－仙人岩－葛温泉－（エネルギー博物館もくちゃん乗車）－エネルギー博物

館見学 

d．参加者数：12人（一般参加者 2人・友の会会員 10人）（内訳：大人 12人） 

e．概 要：大町の人々が、高瀬入周辺の地域を歴史的にどのように活用し、暮らしをしてきたのか、

紅葉の季節、学芸員と一緒に歩きながら、同地域の山岳文化史を解説するトレッキングツアーを開

催した。本年度二回目の「山の歴史ウォーキング」の催しである。 

  今回のルートは、葛温泉までの湯道の基点である、大町エネルギー博物館から葛温泉までの約８

㎞を歩きながら、中継地にある史跡や遺構を巡り、大町のまちづくりの歴史や民俗を学び、山岳文

化都市・大町の魅力を再発見するねらいをもって実施し、また大町の魅力を再発見する機会となっ

た。 

f．所 見：今回の見学地の見どころは、大正時代から昭和中頃にかけての電源開発に関わる施設や、

江戸時代中期から湯治場として栄えた葛温泉までの湯道とそれに関わる石仏など、日頃あまり歩く

機会のないフィールドということもあり、自然景観を堪能しながらの散策となり好評であった。 

  高瀬入一帯は、かつて山仕事など歴史的に活用されてきた場所であり、今後更に知見を積み重ね

大町の人々にとってどのように位置付けられるのか、人文科学と自然科学の両面から深化を図って

いくとともに、さらに多くの方々に有効に活用していただけるような情報の発信を博物館としても

実施していきたい。 

 

（2）学校との連携・融合（調整：関悟志） 

期 日 内容（館外の実施場所） 対象校・学年など 人数 指 導 

5 月 15 日 遠足・館内見学 美麻小中 3・4 年 11 清水 

5 月 29 日 見学学習 東京コミュニケーシ

ョンアート専門学校 

30 関 

6 月 2 日 キャンプ学習 木崎湖周辺の自然・

歴史について（木崎湖キャンプ場） 

大町東小 5 年 43 清水、小坂 

6 月 11 日 キャンプ学習 青木湖周辺の自然・

歴史について（青木湖キャンプ場） 

大町西小 5 年 50 清水、千葉 

6 月 16・17 日 職業体験学習 動物飼育 八坂中 2 年 2 宮野、佐藤、戸谷、

遠藤、内田 

7 月 2・3 日 職業体験学習 動物飼育 第一中 2 年 2 宮野、佐藤、戸谷、

木戸、遠藤、内田 

7 月 14・15 日 職業体験学習 動物飼育 小谷中 3 年 1 宮野、佐藤、戸谷、

木戸、遠藤、内田 

7 月 15 日 キャンプ学習 青木湖周辺の自然・

歴史について（青木湖キャンプ場） 

大町北小 5 年 68 清水、千葉 

7 月 22・23 日 職業体験学習 動物飼育 白馬中 3 年 2 宮野、佐藤、戸谷、

木戸、遠藤、内田 

7 月 24 日 総合的な学習 「仁中タイム」 パ

ンフレット作成取材 

仁科台中 3 年 4 清水 

8 月 3 日 自然観察（白馬村・親海湿原） 大町高校理数科 2

年 

40 千葉 

8 月 6 日 教育研修 大町西小教諭 1 関 

9 月 1 日 社会見学 社会科・土地利用ほか 大町南小 3 年 47 関、千葉 

9 月 9 日 総合的な学習 「仁中タイム」パン

フレット持参 館内・付属園見学 

仁科台中 3 年 3 関 

9 月 9・10 日 職業体験学習 動物飼育 仁科台中 2 年 2 宮野、佐藤、戸谷、

木戸、遠藤、内田 

9 月 17 日 社会見学 社会科・観光産業・ 長野市立柳原小 5 57 関、清水 
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北アの自然と歴史ほか 年 

9 月 30 日 学校との連携授業 理科 大町南小 4 年 60 宮野、千葉、佐藤 

9 月 30 日 学校との連携授業 社会科 大町南小 4 年 60 関 

10 月 1・5 日 理科授業 地質 大町西小 6 年 54 小坂 

10 月 16 日 総合的な学習「仁中タイム」 

商店街パンフレット 

仁科台中 3 年 ― ― 

10 月 20 日 理科授業（地質）用・地層堆積

実験具 7 本貸出 

大町西小学校・理

科専科教諭 

― 小坂 

10 月 28 日 学校との連携授業 理科 美麻小中 4 年 9 宮野、佐藤 

10 月 30 日 理科授業 地質 八坂小 6 年 10 小坂、関 

11 月 10 日 北安曇教頭会研修 付属園見学 北安曇教育会 10 宮野 

11 月 25 日 学校との連携授業 理科 大町西小 4 年 51 宮野、佐藤 

12 月 4 日 学校との連携授業 理科 大町東小 4 年 22 佐藤 

12 月 8・9 日 職業体験学習 動物飼育 大町北高 1 年 2 宮野、佐藤、戸谷、

木戸、遠藤、内田 

1 月 15 日 学校との連携授業 社会科 大町西小 4 年 50 清水、関 

2 月 2 日 学校との連携授業 社会科 美麻小中 4 年 9 関 

2 月 9 日 学校との連携授業 社会科 大町東小 4 年 22 関 

実施回数：30回（延べ 37日） 学校数：15校 
人数合計：722人 

（延べ 733人） 

①「学校との連携授業」（市内小学校の博物館活用事業）（担当：関悟志） 

a．実施日：上記のとおり ※9～2月の間に、市内 4小学校により延べ 7日(8回)実施 

b．場 所：理 科：2階「山と生きもの」、付属園 

社会科：1階「山と人」、3階「展望ラウンジ」 

c．参加者数：市内小学生 延べ 283人（4学年） ※このほか各小学校教諭引率 

d．概 要：学校教育と社会教育との連携・融合（学社連携・融合）推進のひとつとして、博物館の

展示を利用した学校との連携授業を実施。平成 22 年度から 2 ヶ年、大町南小学校をモデル校に 4

年生の理科授業（動物）を年 1回実施し、授業プログラムやワークシートを作成して検証・改良を

行った。そうした試行期間を経て、24年度から 4年生の理科と社会科授業において新たに実施希望

校を募り、市内小学校の博物館活用事業を本格実施している。これにより、実施校数を広げるとと

もに複数の教科の学習プログラムを作成して実施回数を増やし、博物館を利用した小学校での各教

科授業の定着をめざす。同時に、博物館の所蔵資料や専門員・学芸員といった職員を学校の授業で

活用していただくことで、児童・生徒の学習理解度の向上が期待でき、市民により身近な博物館を

めざす。 

・連携授業：プログラム 1 理科・4学年「生き物のくらし」「人の体のつくりと運動」 

（学習素材：ライチョウ、ニホンカモシカ、ツキノワグマ） 

・連携授業：プログラム 2 社会科・4学年「郷土に伝わる願い」（学習素材：百瀬慎太郎） 

e．所 見：平成 22年度から 2年の試行期間を経て、24年度から実施希望校を募って本格実施した事

業である。本年度、事業実施に際し、市内小学校の理科担当教諭等が集まる市科学振興会理事会に

て本事業の事前説明を行ったほか、市内校長会で説明依頼を行い、実施希望校の受け付けを行った。

それにより、市内小学校全 6 校のうち、4 校（北小学校・八坂小学校以外）から希望があり、理科

と社会科の授業を計 8 回実施した。平成 26 年 3 月の展示改修によって、これまで実施してきた理

科・社会科の連携授業により一層対応した展示内容となっており、それに沿った形での授業の流れ

やワークシートの編集といった点について、改善を加えて実施している。各学校の校外活動予定や

授業進度状況によっては、実施へ向けた調整が難しい場合もあったようである。事業全体では、過

去の反省点や改修した常設展示を活かした形で内容を改善して作成したプログラムとワークシー

トによって効果的に実施できた。数年間の事業実績により、博物館を利用した小学校での各教科授

業がある程度定着してきており、今後も必要かつ有効な事業と考える。 

今後は、本年度希望がなかった学校（2 校）にも実施していただけるよう働きかけ、市内小学校

全 6校で完全実施していただけるようにしたい。また、新たな学習プログラムを作成して、博物館
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を利用した各教科の授業を拡充させたい。 

 

（3）博物館実習の受入（調整：佐藤真） 

期  日 実 習 者 人員（人） 指導 

8月 5日(水) 

～8月 9日(日) 

計 5日間 

愛知大学地域政策学部 4年 

松本大学総合経営学部 4年 

東京農業大学農学部 4年 

3 鳥羽・清水･宮

野・千葉･関・

佐藤 

博物館法施行規則第 2条（博物館実習）第 1項の規定にもとづき、学芸員の有資格者となるため

に、大学で修得すべき博物館関係科目単位の一つである博物館実習を希望する大学生の受け入れを

行った。当館での博物館実習は博物館における実践的な側面の学習を主眼におき、実習を実施した。

教育普及を中心に資料整理や受付業務等の博物館業務全体について実習を行い、地方における地域

博物館の役割を体験的に学習していただいた。 

昨年度と同様に、本年度は、市内を含む県内出身・在住の学生が中心であった。また、当館での

実習志望の理由は例年と同様であり、「山岳」をテーマにした博物館である当館での実習を希望した

ためで、全国的にもユニークなテーマの当館が実習先として学生に選ばれた結果である。また、学

生が受け入れ先の博物館等を探すことは困難のようで、毎年受け入れ実績がある当館への学生のニ

ーズは高いことがうかがえる。そうした全国の実習希望の学生とのマッチングの手法として、文部

科学省が平成 21年に示した「博物館実習ガイドブック」を参考にして、平成 25年度から、当館で

の博物館実習の実施計画を HP上に公開した。本年度の申込者全員が、この HP上の情報を確認して

照会を行っており、有効であった。一方、募集定員の 4人に達しなかったことの要因の 1つとして

就職活動の開始時期が 4 月からとなり、8 月に面接が集中するため、実習希望者が申し込みできな

かった可能性がある。 

当館としては博物館実習を教育普及活動の一環として位置づけ、生涯学習支援・社会教育の推進

につながるものとして実施している。また、学生へ指導することによって、自らが担当している業

務について役割や意義をあらためて見直す機会にもなる。実施方法として、実習の実施に際して各

担当者と調整し、実習期間中の 1日ごとの詳細な学習計画を作成し、事前に実習生に送付したこと

で、指導担当職員と学生の両者で個々の実習日の概要について把握できたので効果的であった。 

 

（4）学習会等への協力（調整：佐藤真） 

期 日 内容（館外の実施場所） 主 催 参加者 指 導 

5月 23日 
観察会（長野市鬼無里・奥裾花

自然園） 
山岳博物館友の会 8 千葉・小坂 

5月 24日 見学会 館ノ内自治婦人部 20 関 

6月 23日・7月 7

日・7月 9日 

ウォーキング教室「やっほープ

ログラム」（鷹狩山頂及び山の

小村） 

大町市福祉課包括支援

センター 
36 清水 

8月 1日 

講座「地域の歴史を学ぶ・小林

喜作と喜作新道」（ひまわり・

ハーモニーホール） 

明科図書館 38 関 

8月 7日 

山岳博物館の歴史及びライチ

ョウについて（八坂児童クラブ

室） 

八坂児童クラブ 9 関・佐藤 

8月 22日 

第 11 回特別展「黒部峡谷探検 

吉沢庄作と冠松次郎（うなずき

遊学館） 

黒部市歴史民俗資料館

（うなずき遊学館） 
60 関 

10月 9日 

神城断層地震に係わる振動調

査アンケート結果からの考察

について（市役所 西会議室） 

大町市連合自治会 27 小坂 

10月 10日 青少年体験講座「ふるさとたん 明科公民館 20 佐藤 
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けん隊」見学 

10月 17日 
三世代交流事業 館内見学・ク

イズラリー 
南原町三世代交流会 24 関・佐藤 

11月 8日 
一般公開講座「雲上の霊鳥 ラ

イチョウ」 

長野県診療放射線技師

会 
150 宮野 

3月 2日 
長野県北アルプス広域連合運

営研究協議会 視察・研修 

長野県北アルプス広域

連合 
24 清水・佐藤 

実施回数：11回（延べ 13日） 
団体数：11団体 

（延べ 11団体） 

人数合計：416人 

（延べ 396人） 

 

 

上記以外に、下記の各種事業に協力した。 

①雪形まつり(担当：清水隆寿) 

第 14回北アルプス雪形まつりに併せて、山岳博物館では実行委員会に加わり、雪形ウォッチング

部門の展示及び企画を担当した。なお大町市文化会館で行った「北アルプス雪形まつり」のイベン

トは、平成 27年 6月 14日（日）午後 1時より実施された。 

a．会 期：〔雪形写真展〕平成 27年 5月 8日(金)～5月 31日(日)（24日間） 

b．会 場：ギャラリーい～ずら(二階展示場) 

c．見学者数：約 300人 

d．概 要：ギャラリーい～ずらの展示場で、雪形写真パネルの展示（約 45作品）と雪形ビデオ上映

をし、「雪形写真展」を実施し解説を行った。 

e．関連事業 

・5月 17日（日）、マンドリン演奏会と雪形講演会を開催。会場は、ギャラリーい～ずら。 

 マンドリン演奏は、折井清純氏とマンドリンアンサンブル風の口笛の皆さん、雪形講演会講師には

雪形研究家の丸山祥司氏が行った。演題は、「安曇野や白馬地方から見られる雪形」。 

 演奏会及び講演会参加者は、13人。 

・「雪形ウォッチング」は、5月 17日（日）、5月 24日（日）の 2日間、小谷村地区から南は安曇野市

豊科地区にかけて、マイクロバスを利用し雪形見学会を開催。講師は渡辺逸雄氏、宮澤洋介氏ほか、

博物館職員・清水が行い、参加者は 2日間の見学会で合計 5人。 

 なお、5人の参加者のうち、大町市民は 4人、県外の方は 1人。 

②市民登山（担当：西田均） 

a．開催日：平成 27年 8月 29日（土）～30日（日） 

b．場 所：計画：爺ケ岳～新越乗越～針ノ木岳   

実施：両日とも荒天が明白であったことから中止とした。 

c．参加者予定数：29人 

d．概 要：市体育課社会体育係で開催した第 66回大町市民登山のしおりの原稿協力を行った。動植

物や地質等々多項目にわたることから、当館では、小坂共榮、関悟志、千葉悟志、宮野典夫、佐藤

真、西田均の 6名が執筆に携わった。なお当館職員の随行は昨年に引き続き行わなかった。 

e．所 見：台風崩れの温帯低気圧がシベリア高気圧にブロッキングされる珍しい気圧配置となり、

台風一過とはほど遠い不安定な天候が続いた。稜線の歩行距離も長く直前の中止決定は適切であっ

たと判断される。 

③信州・大町 山の子村キャンプ 福島の子どもたち保養プログラム（担当：宮野典夫） 

福島第一原子力発電所の事故に伴う放射能の汚染被害を受けている子ども達に、心身の保養をし

ていただく環境を大町に整えて過ごすことを目的とした信州・大町 山の子村キャンプ実行委員会に

共催として加わり、プログラムのサポート等を担当した。運営には大学生や社会人のボランティア

66人の方々の支援をいただいた。 

a．会 期：平成 27年 8月 6日(木)～8月 12日(水) 

b．会 場：旧山の子村を中心に、鷹狩山等 

c．参加者数：福島の小学生 18人、中学生 2人 市内の小学生 4人 
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d．概 要：ウェルカムコンサートを皮切りに、鷹狩山トレッキングのほか体験型メニューをいくつ

か用意して、その中から「自分の好きなこと」「とことんやりたいこと」を自分で選んで仲間と遊

びながら体験することを主眼としたプログラムとした。 

e．所 見：子どもたちは、集団生活の中で充実した時を過ごすことができたようである。感想とし

てはふだん経験のしにくいカヌー、木登り、いわなとり等が印象に残ったようである。一方、虫や

山登り、別れ等がつらかったという感想が寄せられた。 

④信濃大町 山岳フェスティバル 2015（担当：関悟志） 

a．期 日：平成 27年 9月 12日（土） 

b．会 場：大町公園・長野県山岳総合センター・山岳博物館一帯 

c．参加者数：約 1,000人 

d．概 要：昨年はじめて開催された「信濃大町 山岳フェスティバル」（主催：同実行委員会）は、

昨年の長野県「信州山の日」制定をきっかけに開催されたもの。県民共通の財産であり、貴重な資

源である「山」に感謝し、「山の恵み」を将来にわたり持続的に享受していくとする「信州山の日」

の趣旨にもとづき、今年も開催された。山岳博物館では、昨年同様、実行委員及び幹事会の構成員

となり、イベントの準備・運営に協力した。山岳博物館ではイベント当日、下記内容のイベントを

実施した。 

ア 無料開放 

終日、どなたでも博物館へ無料で入館いただいた。（入館者数：398人） 

イ スポットガイドツアー 

博物館のスタッフが館内や付属施設を案内しながら、各展示コーナーの解説を行った。1 日 5 回

実施。時間はいずれも 20分程度。（延べ参加者数：37人） 

ウ さんぱくクイズラリー 

博物館の展示フロアのチェックポイントをまわり、クイズに挑戦していただき、北アルプスの自

然や歴史について、たのしく学んでいただいた。全問正解した方に山フェスのオリジナル・ステッ

カーを景品としてプレゼントした。（参加者数：232人） 

エ どうぶつスタンプラリー 

付属園の飼育動物を観察しながら、園内に設置してある台紙に飼育スタッフ手作りのオリジナル

スタンプを押し、たのしんでいただいた。スタンプが全て集まった方には、特典の特大スタンプを

押して完成とした。（参加者数：90人） 

オ ライチョウサポーターズ制度ＰＲコーナー 

付属園内のライチョウ舎前にリーフレットを設置し、長野県と山岳博物館で実施している同制度

のＰＲを行い、登録希望者を募った。（登録者数：8人） 

e．所 見：当日、フェス全体では約 1,000 人（昨年度は約 1,200 人）の参加者があった。当館につ

いては、昨年同様、当日の無料入館や各種イベントを通じ、普段の来館者層とは異なる幅広い方々

にも新たにお出でいただけ、博物館の展示や活動を広く知っていただく良い機会となった。 

山岳フェスティバルは「信州山の日」制定の趣旨にもとづき昨年度から行われているもので、観

光課の主管ではあるが、山岳博物館の使命にも大きく関わる部分である。このフェスは継続的に開

催していく予定とのことなので、同実行委員会や幹事会を通して、今後も協力して事業実施に取り

組みたい。なお、フェスの開催時間は 10：00～15：30であったが、スポットガイドツアー以外につ

いては、原則的に開館時間内での終日対応とした。また、当日は友の会ボランティアサークル会員

9 人にクイズラリーとスタンプラリーの受付業務などに協力いただいた。このほかフェス関連事業

として、8月 1日（土）から 8月 16日（日）まで、駅前特設会場にて特別展「山岳画家・山川勇一

郎デッサン展」を開催し、会期中延べ 454人の来場者があった。 

 

（5）博物館資料の特別利用（調整：関悟志） ※山岳図書資料を除く。館外利用（貸出等）のみ 

期 間 目 的 利用者 利用資料・点数 

4月 25～10月 4日 企画展示 信州新町美術館 植物精密画 10点 

5月 13日 新聞掲載 東京新聞編集局科学部 手塚順一郎関係資料画像データ 1点 

5月 26日 研究発表 国立研究開発法人産業技術総合研究所 手塚順一郎関係資料画像データ 7点 

6月 4日～ 書籍掲載 ㈱山と溪谷社 加賀正太郎写真データ 1点 
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6月 12日 新聞掲載 信濃毎日新聞社 手塚順一郎関係資料 7点 

6月 20日～ 新聞等掲載 朝日新聞松本支局 手塚順一郎関係資料画像データ 7点 

平成 26年 6月 5日～27年 6月 17日 企画展示 南アルプス市芦安山岳館 カモシカ剥製 1点、ライチョウ剥製 4点 

7月 1日～10月 11日 パンフレット掲載 ㈱弘春堂 常設展示風景写真データ 1点 

7月 23日 新聞掲載 個人 ライチョウ写真データ 2点 

7月 31日～11月 8日 企画展示 黒部市歴史民俗資料館 冠松次郎関係資料 2点 

8月～ 常設展示 個人 日本山岳会寄託資料写真データなど 2点 

8月 6日 新聞掲載 個人 ライチョウ写真データ 2点 

8月 20日 新聞掲載 個人 ライチョウ写真データ 2点 

9月 1日～8日 理科授業 八坂中学校 動物骨格標本 5点 

9月 3日 新聞掲載 個人 ライチョウ写真データ 1点 

9月 17日・10月 1日 新聞掲載 個人 ライチョウ写真データ 2点 

10月 1日～11月 7日 講演等 東京農業大学山岳会（農友会山岳部） 松濤明関係資料画像データ 15点 

10月 2日～6日 展示 大町市消防団 ツキノワグマ剥製 1点 

10月 2日 副教材掲載 ㈱エイティエイト 民俗資料（テンヅク）写真データ 1点 

10月 15日・10月 29日・11月 12日 新聞掲載 個人 カモシカ写真データ 4点 

11月 10日～平成 28年 8月 11日 調査研究 松本市城北公民館 W・ウェストン関係資料画像データ 3点 

11月 10日～平成 28年 8月 11日 調査研究 松本市城北公民館 W・ウェストン関係資料画像データ 14点 

11月 26日～12月 1日 展示 岳都・松本「山岳フォーラム」実行委員会 切れたナイロンザイル 1点 

11月 26日 新聞掲載 個人 カモシカ写真データ 1点 

12月～ 雑誌掲載 ハースト婦人画報社 中綱湖・ライチョウ写真データ 2点 

12月 10日 新聞掲載 個人 キジ写真データ 1点 

1月 13日 テレビ放映 ㈱日本テレビ放送網 カモシカ剥製写真データ 3点 

3月 1日～ 書籍掲載 ㈱ゴーシュ カモシカ剥製等の写真データ3点 

平成 28年 3月 9日～29年 3月 18日 書籍掲載 ㈱ひでみ企画 館外観・内観写真データ 3点 

3月 17・31日、4月 14日 新聞掲載 個人 カモシカ写真データ 3点 

3月 20日～6月 30日 展示 金沢動物園 ライチョウ解説展示パネル 3点 

このほかにも社会教育施設・研究機関・個人などによる各種照会や報道機関・雑誌編集社などによ

る各種取材などがあり、随時これらに協力した。 

 

（6）山岳図書資料館の利用（担当：関悟志） 

開館日数 
利用者数※ 資料閲覧 資料貸出 

市内 県内 県外 件数 件数 点数 

316日 
7人 34人 52人 

81件 14件 103点 
計 93人 

※資料閲覧と資料貸出との同時利用者を含む 

 

3 執筆・出版 

（1）出版 

①出版物 

a．『山と博物館』（担当：千葉悟志） 

第 60 巻 第 3 号（4月号）～第 61巻第 2号を毎月 25日に発行した。4月号のみ広報おおまちと

ともに市内各戸に配布し、それ以外の号は大町市役所をはじめ、社会教育施設等に毎月新号を設置

した。あわせて、近隣町村の小中学校に各 10部を送付した。 

発行部数 4月号：12,000部・それ以外の号：1,000部。体裁 A4判、二ツ折 4頁）。 

本年度中に発行した『山と博物館』の各号は以下の通り。 
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巻

号 
月 内          容 

60 

3 

4 

月 

・スバールバルライチョウがやってくる（１ページ） ・山博 昨年の活動から（２～３ページ）、平成２７年

度年間スケジュール（４ページ） 

60 

4 

5 

月 

・大人のための観察会 冬のライチョウを見に行こう！（1 ページ）、・さんぱく研究最前線－楽しく安全

の登山への一歩≪前編≫（２ページ）、イベントのご案内・シンポジウム「日本アルプスと氷河」・「山の

歴史ウォーキング 体感！ 山岳文化都市おおまち ―市街地編―」（３ページ）、博物館のひろば・講

演会「冬のライチョウはどんな生活をしているの？」・大町山岳文化研究会・平成 26 年度常設展アン

ケート、お知らせ 

60 

5 

6 

月 

・友好提携３０周年／友好提携再締結式（１ページ） ・さんぱく研究最前線－楽しく安全の登山への

一歩≪後編≫（２ページ）、イベントのご案内・企画展「山博にライチョウがやってくる！山博「ライチョウ

の里」へ再出発・チョウの観察会・北アルプス爺ヶ岳でライチョウを観察しよう！（３ページ）、博物館の

ひろば・山博友の会総会・サクラソウの移動栽培展示・居谷里湿原の自然観察会（４ページ） 

60 

6 

7 

月 

・シンポジウム「日本アルプスと氷河」開催される（1ページ）、展示・イベントのご案内・企画展「山博に

ライチョウがやってくる！山博「ライチョウの里」へ再出発（２ページ）・企画展「山岳風景画の世界－

“山博”収蔵コレクション－」・さんぱくこども夏期だいがく－山の妖怪ウオッチ・みんなで温暖化ウォッ

チ「セミのぬけがらを探せ！」（３ページ）、博物館のひろば・「ライチョウファウンダー確保」のための巣

探し調査（４ページ） 

60 

7 

8 

月 

・ライチョウ舎竣工・オープニングセレモニー（1ページ）、・企画展特集「山岳風景画の世界 －“山

博”収蔵コレクション－」のみどころ（２ページ）、イベントのご案内・ふぞくえんまつり（３ページ）、博物

館のひろば・青木湖キャンプにおける学習支援・職場体験学習・山の歴史ウォーキング－市街地編

－・ウォーキング教室「やっほープログラム」・チョウの観察会（１回目）・スバールバルライチョウを観察

してみよう！（４ページ） 

60 

8 

9 

月 

・ライチョウとご対面（１ページ） 、さんぱく研究最前線－フクジュソウの種子発芽とアリとの関係（２～３

ページ） ・博物館のひろば、ライチョウ類の飼育繁殖の連携に関する協定を締結しました・山博・信大

山岳科学研究所連携企画「チョウの観察会（２回目）」・大町市立北小学校５年生 青木湖キャンプに

おける学習支援・職場体験学習を受け入れました・スバールバルライチョウが孵化しました・特別展

「山岳画家・山川勇一郎デッサン展」を開催しました（４ページ） 

60 

9 

10

月 

・「さんぱく こども夏期だいがく ― 山の妖怪ウォッチ ―」を実施しました（1ページ） さんぱく研究最

前線―・戦後 70 年に際して 収蔵資料から見る戦時下の登山―鹿島山荘の「登高記念」帳をめくる 

―（２ページ） 展示・イベントのご案内・山の歴史ウォーキング 体感！山岳文化都市おおまち―高

瀬入編―・どうぶつ写生画展＆どうぶつ写生大会表彰式（３ページ）、博物館のひろば・大町高校の

野外実習・自然ふれあい講座 みんなで温暖化ウオッチ「セミのぬけがらを探せ！」・博物館実習・八

坂小児童クラブでの出張講座・さんぱく ふぞくえんまつり・チョウの観察会（３回目）（４ページ） 

60 

10 

11

月 

・「信濃大町山岳フェスティバル2104」が開催されました（1ページ）、お知らせ・「どうぶつ写生大会」入

賞作品のご紹介（２ページ）、イベントのご案内・『ライチョウサポーターズ』養成事業（３ページ）、博物

館のひろば・明科公民館主催「ひまわり講座④ 地域の歴史を学ぶ」への講師派遣・黒部市歴史民俗

資料館主催「特別展講演会」への講師派遣・大町南小学校３年生の社会見学・仁科台中学校の職業

体験学習・長野市立柳原小学校５年生の社会見学・大町南小学校４年生の理科・社会科連携授業（４

ページ） 

60 

11 

12

月 

・「山の歴史ウォーキング 体感！ 山岳文化都市おおまち - 高瀬入編-」（1ページ） 、博物館のひ

ろば・ライチョウ飼育技術向上のための研修会・ライチョウＤＮＡ調査・ライチョウ保護増殖検討・ライチ

ョウプロジェクト会議・第 16 回 ライチョウ会議 静岡大会・野生鳥獣(ライチョウ等)の実態調査・山博

友の会を通して大町市の魅力にせまる！（２～４ページ） 

60 

12 

１ 

月 

・友の会サークル「ボランティアの会」「山岳文化研究所」合同研修事業を実施しました（１ページ）、博

物館のひろば・おおまぴょんからの挑戦状・博物館消防訓練・ライチョウサポーターズ養成講座・日動

水事務主任者会議・安曇野アートライン展・安曇野アートラインシンポジウム・植物標本資料整理・館

内害虫モニタリング調査 ほか（２～４ページ） 
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61 

1 

2

月 

・「ライチョウ会議 長野大会」の開催が決定しました！（1ページ）、さんぱく研究最前線－「山の恵み 

北安曇地域の温泉 －江戸時代・温泉文化のはじまり－」、スバールバルライチョウの飼育《前編》（２・

３ページ） ・博物館のひろば、大町北高等学校の職業体験学習 ・展示室一斉清掃・メンテナンス 

・氷見市・島田市・大町市スポーツ少年団姉妹都市交流会による博物館見学・大町西小学校４年生の

社会科連携授業、イベントのお知らせ、企画展「北アルプス山麓の自然に蝶が舞う」（４ページ） 

61 

2 

3

月 

・山岳博物館協議会の開催（１ページ） 、さんぱく研究最前線－・スバールバルライチョウの飼育 

【後編】・氷河認定に大きく近づいたカクネ里雪渓調査（２・３ページ）、博物館のひろば・飼育技師認

定試験・植物標本作製説明会・第 3回カクネ里雪渓（氷河）学術調査団会議及び記者会見・社会科連

携授業 大町市立美麻小学校４年生 大町市立大町東小学校４年生・日本動物園水族館協会中部ブ

ロック園館長会議・市立大町山岳博物館顧問の委嘱 

b．『年報』（担当：清水隆寿） 

『平成 26年度年報』（発行日：平成 27年 7月 1日、発行部数：200部、体裁：A4判、46頁、単

色刷り）を編集・発行した。 

 

c．『研究紀要』（担当：関悟志） 

当館の博物館活動や北アルプスの自然史と山岳文化史にかかわる調査研究等に関する学術的な論

文・報告等を掲載する刊行物を新たに刊行していくため、平成 27年度から当館独自の『研究紀要』を

編集、刊行することとした。なお、掲載された調査研究の成果は、当館の資料収集・保存管理事業や

展示等の教育普及事業に有効活用する。 

本年度は、『市立大町山岳博物館 研究紀要 第 1号（創刊号）』（発行日：平成 28年 3月 31日、発行

部数：500 部、体裁：A4 判、84 頁、カラー刷り）を編集・発行し、関係者や関係機関等へ配布した。

なお、本誌については当館公式ウェブサイト上にて PDF版を公開予定。 

②販売中の出版物 

現在、販売中の当館編による出版物は以下の通り（完売のものは除く。平成 28年 3月 31日現在）。 

書  名 発行先 発行年 備 考 

山と博物館 （H26.2発行の第 59巻第 2 号までの

バックナンバーを館内販売） 

市立大町山岳博物館 毎月 25日 H26.3発行の第 59巻第 3号

(4月号)からは無料配布中 

H27年度 企画展 北アルプス山麓の自然に蝶が舞う  平成 28年 館内にて販売中 

H27年度 企画展 山岳風景画の世界  平成 27年 〃 

常設展 山と人 北アルプスと人とのかかわり 〃 平成 25年 〃 

H24年度 企画展 大地はなぞだらけ 〃 平成 24年 〃 

H24年度 企画展 スイス山岳観光の黄金期と日本人 〃 〃 〃 

北アルプス登山史資料 2 ―白馬岳周辺登山史― 〃 〃 〃 

H23年度 企画展 山岳を科学する 2011 〃 平成 23年 〃 

H21年度 企画展 高山の自然は今… 〃 平成 21年 〃 

展示案内 北アルプスの自然と人 〃 平成 17年 〃 

ブルーガイド旅読本 上高地 安曇野 輝ける大地の自然と人 実業之日本社 平成 14年 書店にて販売中 

新･北アルプス博物誌 信濃毎日新聞社 平成 13年 〃 

ライチョウ 生活と飼育への挑戦 〃 平成 4年 〃 

カモシカ 氷河期を生きた動物 〃 平成 3年 〃 

 

4 インターネット・ウェブサイト 

（1）公式ウェブサイト（担当：千葉悟志） 

博物館企画展等にあわせ随時、更新を行った。インバウンドへの対応として英語・中国語・韓国

語の QRコードをトップページに設け、電子パンフレットが閲覧できるように対応した。 

URL：http://www.omachi-sanpaku.com 
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5 大町博物館連絡会（担当：西田均） 

  大町博物館連絡会は市内 10館により構成され、会長は大町エネルギー博物館長が、事務局は当館

で担っている。 

主な事業は未加盟の 2 館からも負担金を徴収し「おおまち博物館めぐり案内図」5 万部を作成。

近隣のホテル・旅館・観光案内所などに配布したほか、観光協会を通じて県外エージェント、商談

会などに提供し誘客を図っっている。本年度は共通事業による協議会の周知と誘客につなげる方策

として「おおまち博物館めぐりスタンプラリー」を開催した。なお、ラリーの景品はオリジナルお

おまぴょん缶バッチとした。 

 

6 安曇野アートライン推進協議会・博物館美術館部会（担当： 西田均） 

  安曇野アートライン推進協議会事務局は安曇野市商工観光部が 2年目を担った。 

また、実働を担う博物館美術館部会の代表館は田淵行男記念館が務めた。部会会議（年間 6回開

催）のほか、アートラインマップ、サマースクールチラシ発行に係わる事務作業。11月 23日（月・

祝日）開催の第 13回アートラインシンポジウムに関わる準備、運営等々の業務に協力した。 

 

7 友の会（担当：千葉悟志） 

  大町山岳博物館友の会は、会員の知識の向上をはかると共に、山岳博物館の種々の事業に協力す

ることを目的とし、自然観察会、例会・講演会、会報の発行、博物館の事業に参加協力する団体で

ある。 

（1）組織 

①役員 

a．会 長 宮澤洋介 

b．副会長 有川美保子、塩瀬淳也 

c．運営部 部長：川崎晃 副部長：宮田京子 

部員：川崎祐子、高野淳子、松井昭、松井啓子、丸山優子 

d．編集部 部長：丸山卓哉  副部長：中畑清貴 部員：仙波美代子 

e．事務局 千葉悟志、鳥羽章人、清水隆寿、関悟志 佐藤真 

f．監 査 越山頼子、瀬戸口三栄子 

g．顧  問 千葉彬司、長沢正彦 

②構成（平成 28年 3月 31日現在） 

会員種別 会員数 会員種別 員数 会員種別 員数 

ファミリー会員 58（198人） 個人会員 62人 学生会員 1人 

賛助会員 1団体・1人 終身会員 2人 名誉会員 3人 

合 計 268人 

 

（2）運営部 

①行事 

実施日 参加者 行事名・実施場所など 

平成 27 年 6 月 20 日（土） 募集人員 20 人 

参加者数 18 人 

参加率 90.0％ 

「山の歴史ウォーキング 体感！ 

山岳文化都市おおまち ―市街地編―」 

平成 27 年 7 月 19 日（日）・

20 日（月・祝） 

募集人員 20 人 

参加者数 20 人 

参加率 100.0％ 

「北アルプス爺ヶ岳でライチョウを観察

しよう！」 

平成 27 年 10 月 24 日 

（土） 

募集人員 20 人 

参加者数 11 人 

参加率 55.0％ 

「山の歴史ウォーキング 体感！ 

山岳文化都市おおまち ―高瀬入編―」 
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平成 28 年 4 月 24 日(日) 参加者 32 人 講演会「大町山岳博物館をとおした地域

資源の再発見―友の会が支える博物館事

業から―」（於：山岳博物館 講堂） 

（3）編集部 

①「ゆきつばき通信」の発行 

① 会報「ゆきつばき通信」 

号数 発行日 主な内容 

165 号 平成 27 年 5 月 5 日（火・

祝） 

行事案内（総会） 

報告（「冬のライチョウを見に行こう！」） 

（ｻｰｸﾙ烏帽子の会・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会・花めぐり紀行・ 

山岳文化研究会） 

166 号 平成 27 年 9 月 27 日（日） 報告（ｻｰｸﾙ烏帽子の会・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会・花めぐり紀行・ 

山岳文化研究会） 

167 号 平成 28 年 3 月 27 日（日） 行事案内（講演会） 

報告（ｻｰｸﾙ烏帽子の会・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの会） 

募集（花めぐり紀行） 

 

（4）サークル活動 

①  烏帽子の会： ２３人（平成２８年３月３１日 現在） 

活動日 内容 参加者 

平成 27 年 5 月 30 日（土） 藤尾観音様～カミツレの湯（池田町） 

－総会－ 

14 名 

平成 27 年 8 月 22 日（土） 八方尾根散策（白馬村） 6 人 

平成 27 年 9 月 20 日（日） 御飯岳（中野市） 10 人 

平成 27 年 11 月 3 日（火・祝） 木曽源流水木沢（木祖村） 16 人 

平成 28 年 1 月 31 日（土） 戸隠三院と古道（長野市） 13 人 

平成 28 年 3 月 26 日（土） 風超山（飯田市） 18 人 
 

② ボランティアの会：２４人（平成２８年３月３１日 現在） 

活動日 内容 参加者 

平成 27 年 4 月 19 日（日） サクラソウ植替え、除草作業  10 人 

平成 27 年 4 月 26 日（日） 館内ガイド  1 人 

平成 27 年 5 月 2 日（土） ｻｸﾗｿｳ移動栽培展示に関わる作業 13 人 

平成 27 年 5 月 3 日（日）～ 

5 月 23 日（土） 

ｻｸﾗｿｳ灌水（大町駅周辺） 延べ19人 

平成 27 年 5 月 24 日（日） ｻｸﾗｿｳ移動栽培展示に関わる作業・封入 13 人 

平成 27 年 6 月 7 日（日） 針の木慎太郎祭視線観察班協力 2 人 

平成 27 年 6 月 25 日（金） 高山植物植替え作業  6 人 

平成 27 年 6 月 28 日（日） 山と博物館封入作業と施設周辺の除草 10 人 

平成 27 年 6 月 28 日（日）～ 

10 月 18 日（日） 

企画展協力 

蝶の観察（山の子村及び農具川周辺） 

延べ 8 日

35 人 

平成 27 年 7 月 26 日（日） 山と博物館封入作業と施設周辺の除草  6 人 

平成 27 年 8 月 8 日（土）～ 

8 月 16 日（日） 

写生大会受付及び館内ガイド 延べ 9 日

12 人 

平成 27 年 8 月 23 日（日） 山と博物館封入作業と施設周辺の除草  7 人 

平成 27 年 9 月 12 日（土） 山岳フェステバル受付、館内ガイド 10 人 

平成 27 年 9 月 27 日（日） 山と博物館封入作業と施設周辺の除草  3 人 

平成 27 年 10 月 27 日（日） 山と博物館封入作業 2 人 

平成 27 年 11 月 23 日（月） 山と博物館封入作業 5 人 

平成 27 年 12 月 5 日（土）・  研修（横浜聖アンデレ協会、神奈川県立  14 人 
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12 月 6 日（日） 博物館、開港記念館、江戸東京博物館、

東京スカイツリータウン） 

平成 27 年 12 月 23 日（水） 山と博物館封入作業 9 人 

平成 28 年 1 月 23 日（土） 山と博物館封入作業 9 人 

平成 28 年 2 月 28 日（日） 山と博物館封入作業 9 人 

平成 28 年 3 月 27 日（日） 山と博物館封入作業 人 
 

③ 花めぐり紀行 ：１５人（平成２８年３月３１日 現在） 

活動日 内容 参加者 

平成 27 年 5 月 23 日（土） 奥裾花自然園をめぐる（長野市） 5 人 

平成 27 年 7 月 13 日（月） ヤマユリをめぐる（山梨県身延町） 6 人 

平成 27 年 9 月 20 日（日） 入笠湿原と入笠山をめぐる（富士見町） 4 人 

平成 28 年 4 月 10 日（日） 28 年度総会と観察会（大町市） 7 人 
 

④ 山岳文化研究会 ：１０人（友の会９人、一般１人）（平成２８年３月３１日 現在） 

活動日 内容 参加者 

平成 27 年 5 月 14 日（木） 第１回 5 人 

平成 27 年 8 月 6 日（木） 第２回 3 人 

平成 27 年 11 月 19 日（木） 第３回 7 人 

平成 27 年 12 月 5 日（土）・ 

6 日（日） 

「ボランティアの会」「山岳文化研究会」

合同研修事業（横浜市～都内） 

6 人 

平成 28 年 2 月 25 日（木） 第４回 5 人 

 

8 ライチョウ会議（担当：佐藤真・鳥羽章人） 

（1）ライチョウ会議 

ライチョウ会議（議長：信州大学 中村浩志特任教授）は、日本アルプスとその周辺に生息するラ

イチョウに関する情報交換と、調査及び研究の連携を図ること、ライチョウに関する知識の普及と

啓発を行うことを目的として設置された組織である。当館はその事務局を議長より委嘱されており、

会議の運営にあたる事務連絡、諸経費の管理を行っている。また、館長が構成員となっている。構

成員の運営によって年 1～2回程度会議を開催（構成員として館長出席）し、事務局として当館では、

会議開催の調整・通知、会議資料作成などの事務を行っている。 

 

（2）第 16回ライチョウ会議静岡大会 

ライチョウ会議大会は、大会開催地の関係者を中心に実行委員会を組織して年１回開催している。

この大会では、各分野の研究者・行政等が集まり、ライチョウに関する調査・研究の充実と、現状

を把握し具体的な保護活動に結びつけるための意見交換などを行い、連携を強めるとともに、ライ

チョウについての知識の普及・啓発を行っている。そして、ライチョウをはじめとした野生動植物

の生息環境を含めた保護と、人との共存の道を探ることにつなげるために毎年開催されている。 

第 16回ライチョウ会議静岡大会は「市民で守り続ける南アルプスの自然」をテーマとして、平成

27年 10月 24日（土）～25日（日）に開催された。 

10月 24日は公開シンポジウムが行われ、しずぎんホール「ユーフォニア」8階ホールを会場に、

基調講演として「南アルプスはどのようにできたのか」、「ライチョウってどんな鳥？‐保護の未来

は‐」、「南アルプスのニホンジカ-生態系保全のためのシカ管理-」、「気象変動とライチョウの生息

環境」を行い、340人のフロアーも交えて基調講演の総括をした。 

10月 25日は専門家会議として、しずぎんホール「ユーフォニア」7階会議室を会場に、下記につ

いて現状報告、調査・研究発表や意見交換がなされ、約 166人が参加した。 

第 1部 生息域内保全に向けた取り組みについて 

第 2部 生息域外保全に向けた取り組みについて 

第 3部 総合討論 
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Ⅳ 動植物飼育栽培繁殖事業 

1 動物飼育繁殖（担当：佐藤真・宮野典夫・戸谷諭美・木戸きらら・遠藤モナミ・内田木野実） 

付属園（動植物園）では貴重な野生動植物を守り、増やしたり、研究をしたりしながら、北アル

プスの山麓から高山までの生物を栽培・飼育し、生きている姿を見てもらうという考え方を大切に

し、以下の基本方針を定めている（平成 24年度策定）。 

〇生体展示…生きている姿と命の大切さがわかる展示をめざす。 

〇教育普及への活用…飼育栽培している動植物を活用した教育普及活動をする。 

〇傷病鳥獣の救護…傷ついたり病気になった野生動物を救護し、野生に戻す努力をするとともに、

野生に戻せない野生動物の長期飼育をする。 

〇希少種の保護…希少野生動植物の飼育・栽培、繁殖・増殖と調査研究に努める。 

〇施設整備の充実…付属園の目的を達成させるため、施設の整備を順次進める。 

当館の基本理念と上記の基本方針に基づき、付属園（動植物園）では、希少野生動物繁殖事業、

アルプス動物園友好提携事業（交換動物）、野生傷病鳥獣救護事業（受託事業）を実施し、それら事

業にかかわり動物飼育繁殖事業を含む博物館事業（資料収集保管事業、調査研究事業、教育普及事

業）を行っている。 

現在、希少野生動物繁殖事業ではカモシカを飼育し、野生傷病鳥獣救護事業では大町市周辺で救

護された野生動物を飼育している。なお、アルプス動物園友好提携事業での交換動物は現在飼育し

ていない。 

今後の課題として、前記の 3つの事業を柱とする動物飼育繁殖事業について、今後将来へ向けた

事業全体と各事業の中長期及び単年度ごとの実施計画を検討・作成して事業実施に取り組む。さら

に、それらの各事業計画にしたがって、必要課題と要求課題を整理し、現代の社会情勢と市民ニー

ズに対応した新しい付属園のあり方を明確にした上で、動物飼育舎やカモシカ園フェンス、倉庫な

どのバックヤード、標示看板や園内路等を含めた施設修繕・改修等の付属園整備計画を作成し、中

長期の計画的な付属園整備を実施する。 

飼育動物（平成 28年 3月 31日現在）                    （単位：個体） 

種 名 雄 雌 不明 計 種 名 雄 雌 不明 計 

ニホンカモシカ 2（1） 4（1）  6（2） トビ   8（8） 8（8） 

ホンドタヌキ 1（1）   1（1） フクロウ   1（1） 1（1） 

ホンドギツネ 1（1）   1（1） チョウゲンボウ 1（1） 1（1）  2（2） 

ハクビシン 2（2） 1（1）  3（3） キジバト   2（2） 2（2） 

     キジ 2（1） 1（1）  3（2） 

     カルガモ   1（1） 1（1） 

     マガモ 1（1）   1（1） 

     スバールバル 

ライチョウ 

3 4 0 7（0） 

計 6（5） 5（2）  11（7） 計 7（3） 6（2） 12（12） 25（17） 

・哺乳類 4（4）種・11（7）個体 

・鳥類  8（7）種・25（17）個体    合計 12（11）種・36（24）個体 

※（Ｎ）の数は救護動物の種数・個体数 

 

（1）希少野生動物繁殖 

当館ではニホンカモシカ、ライチョウ、イヌワシなどの希少野生動物の繁殖に取り組んできた経

緯がある。現在、ニホンカモシカの飼育は行っているが、繁殖は行っていない。また、イヌワシの

飼育は行っていない。日本産のライチョウの飼育は行っていないが、将来的な飼育再開に向け平成

27 年度より近縁亜種のスバールバルライチョウの飼育を開始した。 

①ニホンカモシカ 

a．出生・導入個体 
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なし。 

b．死亡個体 

平成 27年 8月 12日にメス１個体死亡。推定年齢 24歳。 

c．転出個体 

現在、ブリーディングローンとして付属園内で繁殖したニホンカモシカを富山市ファミリーパー

ク（メス・愛称さくら、平成 15 年～）と、埼玉県こども動物自然公園（オス・愛称クロベ、平成

21年～）に各 1個体貸出し中。 

d．今後の計画 

新たな野外個体の導入が困難なことから、若い個体の確保を目的として繁殖を行いたいが付属園

の設備が整うまで計画を保留にする。また、国内動物園間でブリーディングローン等も今後行う。 

②ライチョウ 

a．方針 

国の「ライチョウ保護増殖計画」の具体的な取り組みとして平成 26年 11月に環境省から「ライ

チョウ生息域外保全実施計画」が示され、ニホンライチョウの近縁種であるスバールバルライチョ

ウの飼育・繁殖を進めてきた日本動物園水族館協会に加盟している園館（恩賜上野動物園、富山市

ファミリーパーク、いしかわ動物園、長野市茶臼山動物園、多摩動物公園、横浜繁殖センター）で

の成果が評価され、平成 27年度からニホンライチョウの域外保全が上野と富山で実施された。現在、

富山市ファミリーパークにて、オス 3羽を飼育中である。 

山岳博物館としてはニホンライチョウに焦点をあてた飼育舎を建設し、スバールバルライチョウ

の導入を行った。富山市ファミリーパークよりブリーディングローンにて、成鳥のオス 3羽を借り

受け、富山市ファミリーパークといしかわ動物園よりそれぞれ卵 12個と 15個を譲受し、飼育、孵

化、育雛に取り組んだ。卵 27個のうち、有精卵が 12個であった。12個より７月 17日に孵化した

個体は 6羽、その後 7月 22日（5日齢）と 9月 26日（71日齢）に 2羽が死亡したが、現在では計

7羽（オス 4羽、メス 3羽）を飼育中である。平成 28年度以降の日本産のライチョウの受け入れに

向け、スバールバルライチョウの飼育繁殖を継続して行い、基礎的な知見の集積を行う。 

b．施設整備 

ライチョウ飼育用として 3棟の施設を荒山設計に設計委託し、株式会社傳刀組に工事請負発注を

した。平成 27年 6 月 15 日に竣工となった。施設の内容として東棟（42.0㎡）に孵卵器、育雛器、

ケージ 6個を置き、平飼い飼育用として 1ツガイとした。中央棟（33.0㎡）は平飼い飼育用として

2ツガイ、西棟（19.03㎡）は平飼い飼育用として 1ツガイを収容できるようにした。 

 

（2）傷病鳥獣救護 

長野県から平成 26年度野生傷病鳥獣救護事業委託を受け、付属園では大北地域における野生傷病

鳥獣救護施設として、ケガや病気の野生動物を収容している。なお、県からの同事業委託は平成 9

年度より毎年受託している。 

平成 27年度はスバールバルライチョウの受け入れに伴い、傷病鳥獣の新規受け入れを行っていな

い。なお、平成 26年度までに収容された傷病鳥獣について飼育を行い、救護事業への寄与を継続し

て行う。 

 

（3）アルプス動物園交換動物 

友好提携を結んでいるオーストリア・インスブルック市のアルプス動物園から交換動物として贈

られたヨーロッパ・チロル地方の野生動物（アルプスマーモット、ヨーロッパオオライチョウ、シ

ベリアオオヤマネコ、シャモア）を昭和 60年（1985）から平成 22年（2011）まで飼育していたが、

現在は飼育個体がいない。 

 

2 植物栽培繁殖（担当：千葉悟志） 

（1）栽培植物 

①栽培植物の増減 

ズダヤクシュ・キバナノコマノツメなど高山植物の生活史研究に伴う約 40種の増加。 
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減：サワオグルマ 

②栽培植物 

アズミノヘラオモダカ（長野県絶滅危惧ⅠＡ類）、イヤリトリカブト（長野県絶滅危惧ⅠＡ類）、

トガクシソウ（長野県絶滅危惧ⅠＡ類）、ビッチュウフウロ（長野県絶滅危惧ⅠＢ類）、サクラソウ

（長野県絶滅危惧Ⅱ類、長野県希少野生植物指定種）、トキソウ（絶滅危惧Ⅱ類）、ササユリ（長野

県準絶滅危惧・長野県指定希少野生植物指定種）、カキツバタ（長野県準絶滅危惧）、フクジュソウ

（長野県準絶滅危惧）、コオニユリ、クサレダマ、ミズオトギリ、エゾミソハギ、ミズバショウ、リ

ュウキンカ、サワギキョウ、モウセンゴケ、コマクサ、ズダヤクシュ、キバナノコマノツメ、オヤ

マリンドウ、ハクサンフウロ、ミヤマセンキュウ、クロトウヒレン、ヤマガラシ、ミネウスユキソ

ウ、ミヤマトウキ、ミヤマゼンゴ、ミヤマオトコヨモギ、ミヤマダイコンソウ、ヤマブキショウマ、

コケモモ、マイヅルソウ、ミヤマコウゾリナ、クロユリ、ガンコウラン、クロマメノキ、ハクサン

コザクラ、ハクサンボウフウ、チングルマ、タカネナナカマド、イワツメクサ、ミヤマタネツケバ

ナ、ヒメクワガタ、クロウスゴ、ベニバナイチゴ、ミツバオウレン、ウラジロナナカマド、ホンド

ミヤマネズ、ミヤマキンポウゲ、オンタデ、イワギキョウ、ウサギギク、イブキトラノオ、タカネ

マツムシソウ、ハクサンタイゲキ、カライトソウ、イワオウギ、ミヤマクワガタ、ミソガワソウ、

ミヤマセンキュウ、ゼンテイカ、タテヤマウツボグサ、テングノコヅチ、ゴゼンタチバナ、トモエ

シオガマ、コマガタケスグリ、コメススキ、ミヤマコゴメグサ、ハクサンシャクナゲ、ハイマツ、

ヤマブキショウマ、シナノオトギリ、アイヌソモソモ、ヨツバシオガマ、アキギリ 

③概要 

コマクサ園・湿原植物園のほか、付属園内でササユリの栽培展示を行っている。高山植物に関し

ては、敷地内で植え替えを行いながら栽培を行っている。開花期を中心に解説パネルを準備し、生

活史や生物間関係について紹介。 
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Ⅴ その他 

1 各種委員などの委嘱 

環境省ライチョウ保護増殖検討委員（宮野典夫） 

日本山岳会 全国山岳博物館等連絡会（関悟志） 

長野県博物館協議会・監査（鳥羽章人） 

長野県科学振興会大町支部・理事（千葉悟志） 

高山植物等保護対策協議会中信地区・監査（鳥羽章人） 

北アルプス北部地区山岳遭難防止対策協会・参与（西田均） 

大町市防災会議委員（小坂共榮） 

大町市文化財保護審議委員（小坂共榮） 

おおまち達人検定委員会（鳥羽章人） 

北アルプス雪形まつり実行委員（清水隆寿） 

信濃大町山岳フェスティバル実行委員（鳥羽章人） 

信濃大町山岳フェスティバル幹事（関悟志） 

ライチョウ会議構成員（宮野典夫） 

針ノ木岳慎太郎祭実行委員会・副大会長（鳥羽章人） 

大町博物館連絡会 理事（鳥羽章人） 幹事（西田均） 

〃 代表 大町市観光協会・理事（鳥羽章人） 

  〃 代表 大町市青少年育成協議会（関悟志） 

大町桜まつり実行委員（鳥羽章人） 

 

2 アルプス動物園との友好提携協定の締結 

 昭和 60年 2月 18日、オーストリア・インスブルック市のアルプス動物園と当館は、次のような目

的による友好提携協定について締結をした。 

「同じような自然環境に囲まれたインスブルックと大町両市の市長は、その締結を大いに歓迎し、ま

た両市民は文化をはじめさまざまな分野において、緊密な交流をはかり、それを通じて相互信頼と友

好を深め、将来にわたって、インスブルック市と大町市の繁栄と幸福のために貢献する。」（同協定書

より抜粋） 

 平成 27年 4月 8日、友好提携 30周年を記念し、友好提携再締結をした。 

 

3 信州大学山岳科学総合研究所との研究協力協定の締結 

 平成 17年 7月 5日、信州大学山岳科学総合研究所と当館は、次のような目的による研究協力協定に

ついて締結をした。 

「山岳および大町市とその周辺地方の民俗、歴史などの資料を収集、保管、展示し一般の観覧に供し、

本邦における山岳文化などの普及並びに調査研究を行う市立大町山岳博物館と、信州の自然と社会を

フィールドとして、山岳及びそれに連なる里山における自然と人間の相互関係にかかわる諸問題の解

決を目指した研究を行い、新しい学問領域「山岳科学」を創造しようとする信州大学山岳科学総合研

究所は、相互の連携の意義を深く認識し、自然と人間の共生の諸課題探求に力をあわせて貢献するた

め、ここに研究協力協定を締結する。」（同協定書より抜粋） 

 

4 長野県環境保全研究所との連携・協力に関する協定の締結 

 平成 26年 3月 25日、長野県環境保全研究所と当館は、次のような目的による連携・協力に関する

協定について締結をした。 

長野県を特徴づける山岳域の自然とその環境保全にかかわる諸課題の解明や解決に力をあわせて取

り組むことが、学術振興や自然環境保全、そして地域の発展に重要な役割を果たすことを深く認識し、
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両機関が、調査研究・教育普及・人材育成等、相互協力が可能な事項について、互恵の精神に基づき

具体的な連携・協力を効果的に実施することにより、学術の振興及び自然環境保全に寄与するととも

に、地域の発展に貢献することを目的として連携・協力に関する協定を締結する。（同協定書より抜粋） 

 

5 ライチョウ類の飼育技術の提携に関する協定の締結 

 平成 27年 6月 18日、公益財団法人富山市ファミリーパーク公社と当館は、次のような目的による

連携に関する協定について締結をした。 

ニホンライチョウは国の特別天然記念物にも指定されている日本を代表する鳥類であるが、近年は

絶滅が危惧され、国の保護増殖事業計画種にも指定されている。両園館は互いに隣接する、ニホンラ

イチョウの生息県に所在する園館として、ニホンライチョウの保護増殖を目的に、ライチョウ類の飼

育繁殖技術の連携に関する協定を締結する。（同協定書より抜粋） 
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Ⅵ 運営 

1 組織および職員構成 

（1）組織 

副館長

臨時職員（庶務・資料整理・動物飼育員）

庶務

学芸員

嘱託職員（専門員・指導員）

大町市教育委員会
顧問

山岳博物館協議会

教育長 教育次長 館長

 
（2）顧問 

千葉彬司、中村浩志（平成 28年 3月 1日～） 

（3）協議会委員 

学校教育および社会教育の関係者：山崎茂則、宮澤洋介 

家庭教育の向上に資する活動を行う者：柳澤英幸、赤坂隆宏 

学識経験のある者：岡田忠興、鈴木啓助、佐藤悟、陸斉、小松令子、須田哲 

公募による市民等：丸山祥子 

（4）職員 

①配置 

館  長 鳥羽章人 

副 館 長 清水隆寿（人文科学系学芸担当兼庶務） 

学 芸 員 千葉悟志（自然科学系植物担当）、関悟志（人文科学系担当）、佐藤真（自然科学系動物 

担当） 

専 門 員 小坂共榮（自然科学系地質担当） 

指 導 員 西田均（資料･環境整備担当）、宮野典夫（学芸担当） 

臨時職員 北村洋子（資料整理兼庶務） 

  戸谷諭美、木戸きらら、遠藤モナミ、内田木野実（動物飼育員） 

②人事異動 

 新  規 学芸員 佐藤真（平成 27年 4月 1日） 

動物飼育員（臨時職員） 内田木野実（平成 27年 4月 1日） 

 内部異動 館 長 鳥羽章人（平成 27年 4月 1日） 

      副館長 清水隆寿（平成 27年 4月 1日） 

      指導員（嘱託職員：学芸担当） 宮野典夫（平成 27年 4月 1日） 

 退  職 動物飼育員（臨時職員） 木戸きらら（平成 28年 3月 30日） 

      専門員（嘱託職員）小坂共榮（平成 28年 3月 31日） 

 

2 市立大町山岳博物館協議会 

協議委員任期：平成 27年 4月 1日～平成 29年 3月 31日（2年間） 

協議委員名簿：山崎 茂則（学校教育関係者） 

       宮澤 洋介（社会教育関係者） ※協議会会長 

       柳澤 英幸（家庭教育活動者） 

       赤坂 隆宏（家庭教育活動者） 

       岡田 忠興（学識経験者）   ※協議会副会長 

       鈴木 啓助（学識経験者） 

       佐藤 悟 （学識経験者） 

       陸  斉 （学識経験者） 
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       小松 令子（学識経験者） 

       須田 哲 （学識経験者） 

       丸山 祥子（公募市民） 

（1）平成 27年度 第 1回協議会 

①日時：平成 27年 6 月 29 日（月）13：00～15：00 

②場所：山岳博物館 講堂 

     出席者：宮澤洋介、柳澤英幸、赤坂隆宏、岡田忠興、佐藤悟、陸斉、須田哲、丸山祥子 

③内容：・報告 

・平成 26年度事業について 

・平成 27年度事業計画及び予算について 

・カクネ里雪渓（氷河）調査経過報告及び平成 27年度計画について 

・スバールバルライチョウ飼育・繁殖計画について 

・紀要の発行について 

・協議 

      ・付属園の整備構想について 

（2）第 2回協議会 

①日時：平成 28年 1月 22日（金）13：30～15：00 

②場所：山岳博物館 講堂 

     出席者：山崎茂則、宮澤洋介、柳澤英幸、岡田忠興、鈴木啓助、佐藤悟、陸斉、須田哲、

小松令子、丸山祥子 

③内容：・報告 

・平成 27年度事業の進捗状況について 

・協議 

      ・平成 28年度以降の事業について 

      ・ライチョウ舎の増設について 

      ・山岳博物館顧問（小坂共榮氏・中村浩志氏）の就任依頼について 
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3 入館者状況 

（1）過去の入館者状況                            （単位：人） 

年 

度 

有料入館者 無料入館者 

合計 
個人 団体 

小計 
一般 

減免 

市内 

小計 
大人 

高校

生 

小中

生 
大人 

高校

生 

小中

生 

65歳 

以上 

小中

生 

S26 291  100 21  77 489     489 

27 2,425  1,022 186  1,514 5,147     5,147 

28 8,922  2,229 725  1,216 13,092     13,092 

29 7,779  1,831 625  1,189 11,424     11,424 

30 6,831  1,664 1,445  945 10,885     10,885 

31 2,148  888 1,036  858 4,930     4,930 

32 1,934  658 826  1,880 5,298     5,298 

33 2,979  1,032 1,469  2,417 7,897     7,897 

34 2,972  626 1,727  1,788 7,113     7,113 

35 3,635  878 1,943  2,143 8,599     8,599 

36 4,181  1,329 2,132  2,521 10,163     10,163 

37 5,313  1,633 4,549  2,748 14,243     14,243 

38 6,394  1,854 4,727  2,918 15,893     15,893 

39 10,464  1,658 12,600  1,520 26,242     26,242 

40 14,214  1,696 8,050  1,600 25,560     25,560 

41 10,399  1,711 13,070  1,500 26,680     26,680 

42 12,891  1,649 8,301  3,059 25,900     25,900 

43 18,458  2,071 17,769  3,240 41,538     41,538 

44 16,273  2,100 10,845  3,749 32,967     32,967 

45 13,405  1,941 11,623  3,960 30,929     30,929 

46 18,414  3,001 14,718  3,193 39,326     39,326 

47 17,500  3,025 13,268  6,877 40,670     40,670 

48 25,809  4,178 22,612  5,774 58,373     58,373 

49 28,702  4,277 23,432  5,843 62,254     62,254 

50 32,345  4,896 23,616  6,835 67,692     67,692 

51 32,111  5,142 25,150  8,200 70,603     70,603 

52 26,155  4,311 18,907  5,327 54,700     54,700 

53 26,346  4,158 24,903  8,722 64,129     64,129 

54 27,769  4,485 25,089  6,600 63,943     63,943 

55 25,743  4,414 19,909  6,972 57,038     57,038 

56 31,697  7,558 16,182  9,695 65,132     65,132 

57 31,894 809 6,400 10,391 5,827 6,929 62,250 7,965   7,965 70,215 

58 33,590 988 6,632 15,885 7,992 12,303 77,390 9,026   9,026 86,416 

59 30,335 816 5,905 12,969 9,172 15,070 74,267 8,117   8,117 82,384 

60 36,686 1,142 8,025 22,782 8,559 15,902 93,096 6,770   6,770 99,866 

61 34,797 1,086 6,109 16,001 8,107 16,069 82,169 4,509   4,509 86,678 

62 33,132 918 5,581 18,751 7,065 17,186 82,633 3,605   3,605 86,238 

63 36,116 841 5,932 14,947 6,085 14,735 78,656 6,269   6,269 84,925 

H1 41,018 1,199 6,450 13,191 4,650 10,527 77,035 3,709   3,709 80,744 

2 43,444 1,108 6,752 16,486 3,045 7,119 77,954 4,844   4,844 82,798 

3 47,004 1,276 7,313 13,817 4,212 8,278 81,900 4,577   4,577 86,477 



- 37 - 

 

年 

度 

有料入館者 無料入館者 

合計 
個人 団体 

小計 
一般 

減免 

市内 

小計 
大人 高校 小中 大人 高校 小中 

65歳 

以上 

小中

生 

4 42,197 725 5,719 13,068 1,687 7,015 70,411 3,413   3,413 73,824 

5 45,182 809 5,807 12,249 2,807 5,325 72,179 3,587   3,587 75,766 

6 38,354 933 4,809 10,561 1,932 4,974 61,563 3,376   3,376 64,939 

7 37,356 981 4,650 9,493 1,840 4,164 58,484 5,376   5,376 63,860 

8 36,002 869 4,189 6,601 1,905 2,244 51,810 2,174   2,174 53,984 

9 31,119 626 3,417 7,626 1,245 2,100 46,133 1,429   1,429 47,562 

10 28,219 637 3,105 6,023 764 2,006 40,754 1,686   1,686 42,440 

11 24,220 482 2,200 4,766 561 1,183 33,412 1,206   1,206 34,618 

12 23,082 501 2,273 5,344 648 1,024 32,872 1,187   1,187 34,059 

13 24,064 439 2,163 3,389 671 1,577 32,303 1,497 387 826 2,710 35,013 

14 20,527 472 1,744 2,518 675 808 26,744 1,013 191 451 1,655 28,399 

15 19,693 535 2,152 2,184 785 1,082 26,431 990 285 616 1,891 28,322 

16 14,664 376 1,073 2,875 602 644 20,234 604 51 662 1,317 21,551 

17 12,065 213 630 3,138 692 928 17,666 1011 97 491 1,599 19,265 

18 14,056 135 996 3,120 545 1,836 20,688 1,825 162 688 2,675 23,363 

19 10,991 120 742 2,401 407 1,037 15,698 1,087 94 693 1,874 17,572 

20 11,532 130 803 2,766 381 578 16,190 1,518 188 619 2,325 18,515 

21 11,269 100 704 3,055 61 1,098 16,287 1,164 143 348 1,655 17,942 

22 9,578 103 594 2,665 466 467 13,873 955 116 203 1,274 15,147 

23 12,363 127 855 2,963 328 1,396 18,032 2,032 146 819 2,988 21,020 

24 9,818 144 640 2,344 498 587 14,001 1,255 94 783 2,132 16,133 

25 7,550 97 522 2,008 142 353 10,672 970 162 432 1.565 12,237 

26 12,249 120 892 3,146 655 370 17,432 2,450 422 615 3,487 20,920 

27 10,427 101 795 2,782 440 613 15,158 2,350 214 572 3,136 18,294 

計 1,319,101 19,928 194,588 603,751 85,451 282,407 2,506,226 103,525 2,752 8,795 115,072 2,620,2 
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（2）平成 27 年度の入館者状況                        （単位：人） 

月 

有料入館者 無料入館者 

小計 合計 
個人 団体 

小計 
一般 

減免 

市内 

大人 高校 
小中

生 
大人 高校 

小中

生 

65歳 

以上 

小中

生 

4 823 9 43 100 0 8 983 111 50 101 262 1,245 

5 1,349 10 103 313 2 13 1,790 234 18 27 279 2,069 

6 554 2 33 163 110 15 881 75 12 7 94 975 

7 1,270 6 69 372 326 411 2,444 392 18 36 446 2,890 

8 1,989 37 303 505 8 57 2,899 176 15 9 200 3,099 

9 1,169 4 66 270 3 74 1,586 552 48 66 666 2,252 

10 1,128 20 35 371 1 5 1,560 233 12 95 340 1,900 

11 677 3 28 126 0 8 842 237 5 76 318 1,160 

12 356 1 12 70 0 5 444 58 7 30 95 539 

1 201 0 18 67 0 4 290 148 4 55 207 497 

2 370 1 35 232 0 4 642 55 8 48 111 753 

3 541 8 50 143 0 9 797 79 17 22 118 915 

計 10,427 101 795 2,782 440 613 15,158 2,350 214 572 3,136 18,294 

前年 12,249 120 892 3,146 655 370 17,432 2,450 422 615 3,487 20,919 

前年度比 85% 84% 89% 88% 67% 165% 86% 96% 51% 93% 90% 87% 

    

（3）平成 27年度の開館日数 

  全 317日 

 

4 平成 27年度予算・決算 

（1）歳入                                  （単位：円） 

項 目 観覧料 県委託金 雑 入 市債 計 

当初予算 5,254,000 219,000 127,000 40,400,000 46,000,000 

決算額 5,535,750 219,000 607,973 40,400,000 46,762,723 

 281,750 0 480,973 0 762,723 

 

 

（2）歳出                                  （単位：円） 

項目 
一般職員 

人件費 

管理運営 

一般経費 

教育普及 

事業 

調査研究 

事業 

資料収集 

保管事業 

当初予算 30,420,000 23,303,000 6,767,000 7,475,000 5,218,000 

決算額 35,161,178 24,572,063 4,917,831 7,466,755 4,393,373 

 △4,741,178 1,269,063 △1,849,169 △8,245 △824,627 

項目 
動植物飼育 

栽培事業 

ライチョウ飼育

事業 
  計 

当初予算 12,306,000 49,285,000   134,381,000 

決算額 8,693,030 49,287,032   134,491,262 

 △3,612,970 2,032   110,262 
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5 ミュージアムショップ・カフェ 

  平成 6年 7月 1日より、山博友の会が運営していたミュージアムショップ・カフェ「こまくさ」

が平成 25年 11月 4日をもって終了し、平成 26年 4月より新たな経営者を募集して営業にあたるこ

ととなった。平成 27年度も継続して業務を行う。 

（1）受託者 

  ・氏 名：山内優  

  ・名 称：ミュージアムショップ・カフェ「もるげんろーと」 

（2）使用期間 

・平成 26年 4月 1日～平成 29年 3月 31日まで（3年間） 
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Ⅶ 関係条例規則 

1 市立大町山岳博物館条例 

昭和 57年 3月 29日 

条例第 12号 

市立大町山岳博物館条例（昭和 29年条例第 18号）の全部を改正する。 

（目的） 

第 1条 この条例は、博物館法（昭和 26年法律第 285号。以下「法」という）第 18条及び地方自治

法（昭和 22年法律第 67号）第 244条の 2第 1項の規定に基づき、市立大町山岳博物館（以下「博

物館」という）の設置及び管理運営に関し、必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） 

第 2条 山岳に関する資料並びにこの地方における民俗、歴史その他の資料を収集して、保管又は展

示し、一般の観覧に供し、本邦における山岳文化等の普及並びにこれらの資料の調査研究を行うた

め博物館を設置する。 

（名称及び位置） 

第 3条 博物館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

 市立大町山岳博物館 大町市大町 8056番地 1 

（職員） 

第 4条 法第 4条の規定による館長、学芸員のほか必要な職員を置く。 

2 必要に応じ顧問及び嘱託員を置くことができる。 

（観覧料） 

第 5条 博物館を観覧しようとする者は、別表に定める観覧料を納付しなければならない。ただし、

次に掲げる者は、この限りでない。 

 （1）6歳未満の者 

 （2）市内の小学校及び中学校に在学する児童又は生徒 

 （3）市内に住所を有する満 65歳以上の者 

（観覧料の減免） 

第 6条 教育委員会は、特別な理由があると認めるときは、観覧料を減免することができる。 

（資料の特別利用） 

第 7条 博物館資料を学術研究等のため特に利用しようとする者は、教育委員会の承認を受けなけれ

ばならない。 

（賠償責任） 

第 8条 故意又は過失により、博物館の資料、施設等を破損し、又は滅失したときは、教育委員会の

命ずるところにより、これを原状に復し、又は損害を賠償しなければならない。 

（博物館協議会） 

第 9条 法第 22条の規定により、市立大町山岳博物館協議会（以下「協議会」という）を設置する。 

2 協議会の委員（以下「委員」という）は 15人以内とし、次に掲げる者のうちから教育委員会が委

嘱する。 

 （1）学校教育及び社会教育の関係者 

 （2）家庭教育の向上に資する活動を行う者 

 （3）学識経験のある者 

 （4）公募による市民等 

3 委員の任期は、2年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（委任） 

第 10条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会が別に定め

る。 

附 則 

1 この条例は、昭和 57年 6月 5日から施行する。 

2 この条例施行の際、現に市立大町山岳博物館条例（昭和 29年条例第 18号）第 5条の規定により委
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員として委嘱された者は、この条例第 10 条の規定により委嘱されたものとみなし、任期は、同条

第 3項の規定にかかわらず、昭和 58年 3月 31日までとする。 

附 則（昭和 61年 3月 24日条例第 8号） 

この条例は、昭和 61年 4月 1日から施行する。 

附 則（平成元年 3月 24日条例第 7号） 

この条例は、平成元年 4月 1日から施行する。 

附 則（平成 4年 3月 31日条例第 8号） 

この条例は、平成 4年 4月 1日から施行する。 

附 則（平成 5年 12月 24日条例第 32号） 

この条例は、平成 6年 4月 1日から施行する。 

附 則（平成 12年 3月 29月条例第 13号） 

この条例は、平成 12年 4月 1日から施行する。 

附 則（平成 13年 3月 27日条例第 13号） 

この条例は、平成 13年 4月 1日から施行する。 

附 則（平成 17年 12月 6日条例第 30号） 

この条例は、平成 18年 1月 1日から施行する。 

附 則（平成 24年 3月 26日条例第 3号） 

この条例は、平成 24年 4月 1日から施行する。 

附 則（平成 26年 3月 28日条例第 8号） 

この条例は、平成 26年 4月 1日から施行する。 

 

別表（第 5条関係） 

種別 区分 単位 観覧料 

一般 大人 1人 400円 

高校生 〃 300  

小人 〃 200  

団体 

（30人以上の場合をいう） 

大人 〃 350  

高校生 〃 250  

小人 〃 150  

備考 特別の資料を展示する場合は、1,000 円の範囲内においてその都度教育委員会が定める額とす

る。 
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2 市立大町山岳博物館規則 

昭和 57年 3月 30日 

教育委員会規則第 3号 

（趣旨） 

第 1条 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162号）第 33条第 1項及び市

立大町山岳博物館条例（昭和 57年条例第 12号。以下「条例」という）の規定に基づき、市立大町

山岳博物館（以下「博物館」という）の管理運営並びに市立大町山岳博物館協議会（以下「協議会」

という）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（職務） 

第 2条 館長は、上司の命を受け、館を統括し、所属職員を指揮監督する。 

2 学芸員は、館長の命を受け、博物館法（昭和 26年法律第 285号）第 4条第 4項に規定する職務を

遂行する。 

3 その他の職員は、館長の命を受け、職務を遂行する。 

4 館長を補佐するため、副館長を置くことができる。副館長は、係長相当職をもって充てる。 

5 嘱託員は、学術に関する職務に従事する。 

（休館日） 

第 3条 博物館の休館日は、次のとおりとする。ただし、臨時に開館又は休館することができる。 

（1） 毎週月曜日 

（2） 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178号）に規定する休日の翌日（この日が月曜日

に当たるときは、その翌日） 

（3） 12月 29日から翌年 1月 3日までの日（前号に掲げる日を除く） 

（開館時間） 

第 4条 博物館の開館時間は、午前 9時から午後 5時までとする。ただし、教育委員会が特に必要と

認めたときは、これを変更することができる。 

（観覧券の交付） 

第 5条 条例第 5条の規定による観覧料の納付があったときは、観覧券（様式第 1号）に領収印を押

印し、交付するものとする。 

（観覧料の減免） 

第 6条 条例第 7条の規定による観覧料の減免を受けようとする者は、博物館観覧料減免申請書（様

式第 2号）を教育委員会に提出し、承認を得なければならない。 

（博物館資料の利用等） 

第 7条 条例第 8条の規定により博物館の資料を利用しようとする者は、市立大町山岳博物館資料特

別利用許可申請書（様式第 3号）を教育委員会に提出し、承認を得なければならない。 

2 前項の規定による資料の利用期間は、30 日以内とする。ただし、教育委員会が必要と認めた場合

は、延長することができる。 

（入館制限等） 

第 8条 教育委員会は、次の一に該当するときは、入館を拒否し、退館を命じ、又は許可を取り消し、

その他必要な措置を講ずることができる。 

（1） 公の秩序又は善良な風俗を害するおそれがあると認められるとき。 

（2） 管理上支障があると認められるとき。 

（3） その他教育委員会が必要と認めるとき。 

（資料の寄贈及び寄託） 

第 9条 博物館は、資料の寄贈及び寄託を受けることができる。資料を寄贈及び寄託しようとする者

は、博物館資料寄贈・寄託書（様式第 4号）を教育委員会に提出するものとする。 

2 寄託を受けた博物館資料は、寄託者の請求によりこれを返還する。 

3 博物館は、寄託を受けた博物館資料が災害その他不可抗力によって滅失又は損傷した場合は、損害

賠償の責を負わない。 

4 寄贈又は寄託を受けた博物館資料は、一般の資料と同一の取扱いをするものとする。 

（資料等の滅失・損傷） 
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第 10条 館長は、博物館の資料、施設等が滅失又は損傷したときは、速やかに教育委員会に報告し、

その指示を受けなければならない。 

（協議会の組織） 

第 11条 協議会に、委員の互選による会長及び副会長各１名を置く。 

2 会長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 

（協議会の会議） 

第 12条 協議会の会議は、館長の諮問により会長が招集する。 

2 協議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

3 会議の議決は、出席委員の過半数の賛成がなければならない。 

 

附 則 

1 この規則は、昭和 57年 6月 5日から施行する。 

2 市立大町山岳博物館規程（昭和 29年教育委員会規則第 9号）及び市立大町山岳博物館協議会規程

（昭和 29年山岳博物館規程第 1号）は、廃止する。 

附 則（平成元年 3月 31日教委規則第 3号） 

この規則は、平成元年 4月 1日から施行する。 

附 則（平成 9年 12月 26日教委規則第 3号） 

この規則は、平成 10年 1月 1日から施行する。 

附 則（平成 12年 3月 30日教委規則第 9号） 

この規則は、平成 12年 4月 1日から施行する。 

 

様式（省略） 
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3 大町市ライチョウ保護事業計画策定委員会設置要綱 

平成 17年 7月 7日 

教育委員会告示第 8号 

 

（趣旨） 

第 1 大町市におけるライチョウ保護事業の計画を策定するため、大町市ライチョウ保護事業計画策

定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第 2 委員会は、ライチョウの保護事業に関する計画の策定及びその他計画策定上必要な事項を検討

するものとする。 

（組織） 

第 3 委員会は、委員 10人以内で組織し、学識経験を有する者のうちから教育委員会が委嘱する。 

（任期） 

第 4 委員の任期は、ライチョウ保護事業計画の策定業務が終了するまでとする。 

第 5 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員が互選する。 
２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（オブザーバー） 

第 6 委員会にオブザーバーを置くことができる。 
２ オブザーバーは、ライチョウの保護事業に関し、必要な意見を述べることができる。 

（会議） 

第７ 委員会の会議は、委員長が招集し、議長となる。 
２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を求めることがで

きる。 

（事務局） 

第８ 委員会の事務局は、市立大町山岳博物館に置く。 

（補則） 

第９ この要綱に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。 
附 則 

この告示は、告示の日から施行する。 
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Ⅷ 山岳博物館の使命 
平成 23年 10月 

1 市立大町山岳博物館創立 60周年を機に 

 市立大町山岳博物館は、昭和 26年 11月 1日に創立し、今年で 60周年を迎えた。昭和 24年の設立

趣旨には「地方文化の興隆」「信州文化の粋たる山岳文化の殿堂」「中部山岳国立公園の施設」「山岳の

観光案内所としての博物館」「山岳博物館の立地条件を充たす大町」があげられており、当時の地域住

民の博物館建設へ寄せた熱意と献身的な活動により山岳博物館が誕生した。 

 大町市は、山岳博物館創立 50周年（平成 13年）をきっかけに、21世紀にふさわしい山岳文化の発

展と創造をめざすべく「山岳文化都市宣言」を行った。 

 山岳博物館を誕生させた母なる北アルプスの雄大な姿は、将来、社会情勢がいかに変化し、科学技

術が進歩しようとも、今と変わらず大町市民にとって常に身近な存在であり続けるであろう。 

私たちは創立 60周年を機に、あらためて設立当初の精神に立ち返り、「山岳文化都市宣言」の基本

的理念を尊重しながら、これからの山岳博物館のあるべき姿を考えていく。 

2 平成 24年度からの市立大町山岳博物館の基本理念 

 市立大町山岳博物館の存在意義や社会に対する使命（責務）は次のとおりである。 

大町市は、「美しく豊かな自然文化の風薫る きらり輝くおおまち」をめざし、市民あるいは市内を

訪れる方などのために、生涯学習の支援と推進や社会教育の充実と活性化を進めている。 

これを達成するために、市立大町山岳博物館（以下、山岳博物館）は、「自然と人とが共生する「山

岳文化都市」の形成につながるあらゆる活動を充実させ、地域の博物館としての機能の充実を図る。

その核となる活動は、北アルプスとその山麓地域の自然や文化に関する調査研究を基礎として、それ

に関わる資料の収集・整理、保存・管理することであり、これらを活用した次のような教育普及活動

を推進することである。 

(1)大町市や周辺地域の人たちのために 

①郷土の自然や文化を見つめ直し、この地域ではこれまでどんなことがあったのか、今どうなってい

るのかを知り、これから将来はどうなるのかを考える場所を提供する。 

②この地域にどのような価値があるかを知っていただき、郷土に誇りを持つことができる機会や場所

を提供する。 

③郷土の自然と文化に接し、心の豊かさを感じ、学ぶことの楽しさや大切さを味わって活動し、それ

を表現できるような機会や場所を用意する。 

④豊かな自然環境を護り、自然と共存することの大切さを理解できるような場所や機会を提供する。 

⑤博物館を中心にして、動植物園、遊歩道、園地、売店などいろいろな施設を充実させ、ここがゆっ

くりとくつろげて、楽しめる場所であるという考え方を大切にする。 

(2)大町市を訪れる人たちや北アルプスとその山麓地域の自然と文化を知りたい人たちのために 

①観光客・登山者をはじめ北アルプスとその山麓地域の自然と文化について、関心を持つすべての人々

の学習のきっかけをつくる手助けをする。 

②「山岳文化都市」づくりの中核を担う施設として、北アルプス周辺のフィールドへといざなう窓口

となる。 

③大町市をはじめ、県内外にひろく「自然と人とが共生する山岳文化」の情報を発信し、さらなる山

岳文化の創造を進める。 

3 平成 24年度からの山岳博物館の基本方針 

(1)調査研究の推進 

博物館の立地条件を生かし、学術研究や社会教育機関としての機能を高めるため、国・県や各種研

究機関と連携した調査や研究を推進する。 

①調査・研究の分野・範囲 

 北アルプスを中心とした山麓から高山までの地域と、それに関連した人文・自然科学分野の調査研

究に重点をおく。 
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②情報収集 

調査・研究のため、また利用者のさまざまな要求に応え、多くの人に資料や情報を利用していただ

けるように、国内外から多くの情報を集める。 

③体制づくり 

国や地方自治体、大学などの各種研究機関や市民と連携した調査研究を進める。 

(2)資料の収集・整理、保管の推進 

北アルプスとその山麓地域の自然や文化に関する情報発信の核となるよう、また、教育普及活動に

活用できるよう、博物館で取り扱うことがらを定めて、それに沿った資料・情報の収集・整理、保管

を推進する。 

①収集・整理の推進 

早急に記録にとどめ、保存が必要と考えられる資料を最優先に収集し、記録、整理をおこない、山

岳博物館における情報発信の核とする。 

②収集の範囲 

山岳、特に北アルプスを中心とした山麓周辺から高山までの地域とそれらに関連した海外の人文・

自然科学分野に関する資料（有形・無形を含めた事物や事象）の収集をおこなう。 

③保存・管理の推進 

収集された資料は適正に管理された環境おいて保管され、品質の劣化を防ぎ、将来の資産とする。 

(1)調査研究の成果および収集資料の活用 

 調査・研究の成果や博物館の資料を十分に活かした活動を進める。 

①調査・研究の成果活用 

調査研究の成果を常設展示や企画展示に反映させ、各種の教育普及活動に有効活用する。 

②収集・保管の成果活用 

収集した資料を対象に調査研究を進めるとともに、展示の基礎資料とし、各種の教育普及活動にも

有効活用する。 

③保護・保全への貢献 

調査研究の成果は、地域において学術的・歴史的価値の高いもの、あるいは環境・景観等の保全・

保護に役立てる。 

④体制づくり 

山岳の自然と文化に関する各種情報を集め、山岳情報のネットワークをつくる。 

(4)教育普及活動の推進 

地域の恵まれた自然・文化に関するフィールドや博物館の資料・情報をわかりやすくて興味が持て

るように示す。また、それを通して新しい発見、驚き、関心が得られるよう内容の工夫に努め、新た

な発想、創造へと結びつくような活動を推進する。 

①生涯教育・社会教育の推進 

博物館の資料や、山麓から高山にかけての恵まれたフィールド環境を生かし、子供から大人まで幅

広く参加できるような魅力ある活動を展開する。そして、それらの活動が、知的欲求を一時的に充た

すだけでなく、生涯にわたって持続できるきっかけづくりになるよう内容の工夫に努め、新たな発想、

創造へと結びつくような活動を推進する。 

②学社連携・融合の推進 

学校と博物館を結んだ事業を積極的におこない、児童・生徒・（先生）の学習の場とし、関心を持つ

きっかけづくりをする。 

③協働の推進 

国や県をはじめとする大学や研究所・博物館・動植物園など、国内外の機関と連携した活動を展開

するとともに、地域の情報を取り入れて市民との協働の活動を推進する。 

(5)付属園（動植物園）の充実 

付属園（動植物園）では貴重な野生動植物を守り、増やしたり、研究をしたりしながら、北アルプ

スの山麓から高山までの生物を栽培・飼育し、生きている姿を見てもらうという考え方を大切にする。 

①生体展示 

生きている姿と命の大切さがわかる展示をめざす。 

②教育普及への活用 
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飼育栽培している動植物を活用した教育普及活動をする。 

③傷病鳥獣の救護 

傷ついたり病気になった野生動物を救護し、野生に戻す努力をするとともに、野生に戻せない野生

動物の長期飼育をする。 

④希少種の保護 

希少野生動植物の飼育・栽培、繁殖・増殖と調査研究に努める。 

⑤施設整備の充実 

付属園の目的を達成させるため、施設の整備を順次進める。 
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Ⅸ 施設 

1 敷地面積 

41,575.69㎡（都市公園としての開設面積）市有地：38,493.15㎡、民有地：3,082.54㎡ 

2 本館建物 

（1）構造：鉄筋コンクリート造 地上 3階 地下 1階 

（2）竣工：昭和 57年 5月 31日竣工 

（3）面積：建築面積    1,280.9㎡  延べ床面積 2,207.0㎡ 

（4）床面積表                                （単位：㎡） 

1階     1244.9 2階           686.1 

名 称 面積 名 称 面積 名 称 面積 名 称 面積 

1 展示室 290.0 14 準備室 9.1 26 展示室 290.0 31 研究室 34.8 

2 収蔵庫 104.0 15 ｶﾌｪ･ｼｮｯﾌﾟ 74.2 27 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ室 14.9 32 資料庫 34.8 

3 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ室 16.4 16 授乳室 6.7 28 展示室 113.6 33 図書室 34.8 

4 燻蒸室 12.3 17 荷物置場 14.4 29 男子トイレ 18.2 34 資料庫 16.0 

5 荷解作業室 41.3 18 ホール 116.9 30 収蔵庫 42.1 廊下階段等 86.9 

6 特別展示室 70.4 19 多目的ﾄｲﾚ 6.5 3階       116.8 

7 EV機械室 6.0 20 女子トイレ 22.5 名 称 面積 名 称 面積 

8 倉 庫 3.5 21 書 庫 16.7 35 展示室 94.6 階段 22.1 

9 倉 庫 3.0 22 更衣室 14.6 地階        159.2 

10 E．V 5.1 23 倉 庫 8.8 名 称 面積 名 称 面積 

11 講 堂 110.2 24 事務室 69.6 36 機械室 118.8 階段 17.4 

12 トイレ 8.1 25 休憩室 32.5 37 車 庫 23.0   

13 倉 庫 5.4 廊下、階段等 109.2  
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3 付属施設 

（1）付属園（本館隣） 

①施設の概要  敷地面積：39,875.92㎡ 

②建物の概要（建設年度順） ※B-5・8・10については放飼場の面積を除く 

施設名・構造・建築面積（築年度） 施設名・構造・建築面積（築年度） 施設名・構造・建築面積（築年度） 

B-1 CB造 28.38(S38→S55移設) A-9 CB造 15.70（S57） B-12 鉄骨造 88.84（H7） 

B-2 CB造 13.93(S38→S55移設) B-5 CB造 9.24(S60) Ａ-10 木造 52.00（H21） 

A-1 CB造 33.48 （S42,43） B-6  ﾊﾟﾈﾙ造 18.91(S60,61） A-11 木造 42.00（Ｈ27） 

A-3 CB造 15.24 （S48） B-7  CB造 47.25（S61） A-12 木造 37.50（Ｈ27） 

A-5 CB造 33.44 （S49） B-8  CB造 26.92（H1） A-13 木造 21.00（Ｈ27） 

A-8 CB造 11.56 （S52） B-9 CB造 34.82（H3,4）    

B-3  CB造 22.62（Ｓ53） B-10 CB造 5.20（H3）    

B-4 ﾊﾟﾈﾙ造 38.13（S54・55） B-11 鉄骨造 62.24（H4）    

 

 
 

（2）山岳図書資料館（本館隣） 

①施設の概要 

・構造・規模：鉄骨造 地上 2階 

・竣工・開館：平成 24年 3月 2日竣工 平成 24年 4月 20日開館 

・各 面 積：敷地面積 498.21㎡ 建築面積 59.96㎡ 

延床面積 117.45㎡（1階 58.725㎡、2階 58.725㎡） 

・設備・備品：ハンドル式移動書架 18基 固定式書架（各種）29基 ほか 
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Ⅹ 利用案内（平成 28年 3月 31日現在） 
1 開館時間 午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで） 

2 休館日  毎週月曜日、国民の祝日・振替休日の翌日、年末年始（12月 29日～1月 3日） 

※月曜日が祝日・休日の場合は開館し、翌日休館 7月・8月は無休 

3 交通   公共機関 JR信濃大町駅から タクシー5分、徒歩 25分 

車 長野自動車道安曇野 ICから 40分 

4 観覧料 

 

 

 

5 ユニバーサルデザイン 

   入口スロープ、入口階段手すり、玄関自動ドア、多目的トイレ、授乳室、車イス対応エ

レベーター、貸出用車イス・ベビーカー、アシスタントドッグ同伴可能 

6 所在地および連絡先 

〒398-0002 長野県大町市大町 8056－1 

（標高：766ｍ、経緯：北緯 36度 30分、東経 137度 52分） 

TEL：0261-22-0211／FAX：0261-21-2133 

E-mail：sanpaku@city.omachi.nagano.jp 

URL：http://www.omachi-sanpaku.com 

 

  

（北アルプスパノラマロード経由 白馬方面へ 28㎞） 

※博物館前に無料駐車場（普通車 30台・大型バス 5台収容） 

区 分 大 人 高校生 小・中学生 

個 人 400円 300円 200円 

団 体（30名様以上） 350円 250円 150円 

http://www.omachi-sanpaku.com/
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           年度別（H4～H27） 山岳博物館入館者数  

 

年 

度 

有料入館者 無料入館者 

合計 
個人 団体 

小計 
一般 

減免 

市内 

小計 
大人 高校 小中 大人 高校 小中 

65歳 

以上 

小中

生 

4 42,197 725 5,719 13,068 1,687 7,015 70,411 3,413   3,413 73,824 

5 45,182 809 5,807 12,249 2,807 5,325 72,179 3,587   3,587 75,766 

6 38,354 933 4,809 10,561 1,932 4,974 61,563 3,376   3,376 64,939 

7 37,356 981 4,650 9,493 1,840 4,164 58,484 5,376   5,376 63,860 

8 36,002 869 4,189 6,601 1,905 2,244 51,810 2,174   2,174 53,984 

9 31,119 626 3,417 7,626 1,245 2,100 46,133 1,429   1,429 47,562 

10 28,219 637 3,105 6,023 764 2,006 40,754 1,686   1,686 42,440 

11 24,220 482 2,200 4,766 561 1,183 33,412 1,206   1,206 34,618 

12 23,082 501 2,273 5,344 648 1,024 32,872 1,187   1,187 34,059 

13 24,064 439 2,163 3,389 671 1,577 32,303 1,497 387 826 2,710 35,013 

14 20,527 472 1,744 2,518 675 808 26,744 1,013 191 451 1,655 28,399 

15 19,693 535 2,152 2,184 785 1,082 26,431 990 285 616 1,891 28,322 

16 14,664 376 1,073 2,875 602 644 20,234 604 51 662 1,317 21,551 

17 12,065 213 630 3,138 692 928 17,666 1011 97 491 1,599 19,265 

18 14,056 135 996 3,120 545 1,836 20,688 1,825 162 688 2,675 23,363 

19 10,991 120 742 2,401 407 1,037 15,698 1,087 94 693 1,874 17,572 

20 11,532 130 803 2,766 381 578 16,190 1,518 188 619 2,325 18,515 

21 11,269 100 704 3,055 61 1,098 16,287 1,164 143 348 1,655 17,942 

22 9,578 103 594 2,665 466 467 13,873 955 116 203 1,274 15,147 

23 12,363 127 855 2,963 328 1,396 18,032 2,032 146 819 2,988 21,020 

24 9,818 144 640 2,344 498 587 14,001 1,255 94 783 2,132 16,133 

25 7,550 97 522 2,008 142 353 10,672 970 162 432 1.565 12,237 

26 12,249 120 892 3,146 655 370 17,432 2,450 422 615 3,487 20,920 

27 10,427 101 795 2,782 440 613 15,158 2,350 214 572 3,136 18,294 

計 1,319,101 19,928 194,588 603,751 85,451 282,407 2,506,226 103,525 2,752 8,795 115,072 2,620,2 
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             月別（H27～H28） 山岳博物館入館者数  

  

平成 27 年度の入館者状況  ※平成 27年度の開館日数 全 317日  （単位：人） 

月 

有料入館者 無料入館者 

小計 合計 
個人 団体 

小計 
一般 

減免 

市内 

大人 高校 
小中

生 
大人 高校 

小中

生 

65歳 

以上 

小中

生 

4 823 9 43 100 0 8 983 111 50 101 262 1,245 

5 1,349 10 103 313 2 13 1,790 234 18 27 279 2,069 

6 554 2 33 163 110 15 881 75 12 7 94 975 

7 1,270 6 69 372 326 411 2,444 392 18 36 446 2,890 

8 1,989 37 303 505 8 57 2,899 176 15 9 200 3,099 

9 1,169 4 66 270 3 74 1,586 552 48 66 666 2,252 

10 1,128 20 35 371 1 5 1,560 233 12 95 340 1,900 

11 677 3 28 126 0 8 842 237 5 76 318 1,160 

12 356 1 12 70 0 5 444 58 7 30 95 539 

1 201 0 18 67 0 4 290 148 4 55 207 497 

2 370 1 35 232 0 4 642 55 8 48 111 753 

3 541 8 50 143 0 9 797 79 17 22 118 915 

計 10,427 101 795 2,782 440 613 15,158 2,350 214 572 3,136 18,294 

前年 12,249 120 892 3,146 655 370 17,432 2,450 422 615 3,487 20,919 

前年度比 85% 84% 89% 88% 67% 165% 86% 96% 51% 93% 90% 87% 

    

 

平成 28 年度の入館者状況                        （単位：人） 

月 

有料入館者 無料入館者 

小計 合計 
個人 団体 

小計 
一般 

減免 

市内 

大人 高校 
小中

生 
大人 高校 

小中

生 

65歳 

以上 

小中

生 

4 ６９４ 8 30 154 0 36 922 186 23 72 281 1,203 

5 １,２５３ 7 81 262 2 13 1,618 241 27 87 355 1,973 

6 574 3 27 94 227 2 927 238 7 92 337 1,264 

7 1,063 6 63 339 195 404 2,070 220 10 44 274 2,344 

8 1,666 56 309 334 7 35 2,407 266 19 28 313 2,720 

9 1,103 1 39 326 1 4 1,474 159 6 234 399 1,873 

10 1,289 3 45 330 0 4 1,671 279 9 21 309 1,980 

11             

12             

1             

2             

3             

計             

前年 10,427 101 795 2,782 440 613 15,158 2,350 214 572 3,136 18,294 

前年度比             

 


